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野
村
兼
太
郞

從
來
農
民
は一

般
に
保
守
的
な
.も
の
と
さ
れ
.て
.ゐ
.る
。
.
そ
れ
は
單
忙
日
本
ば
か
り
で
は
な
く
'

何

奪

I

s

傾
问
が
强
い
こ
と
を 

認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
農
業
改
革
の
如
き
は
概
し
て
至
難
な
こ
と
と
い
は
れ
る0

農
政
家
や
老
農
.の
ロ
か
ら
さ
へ
農
民
に
從
來
の 

仕
法
を
變
觅
.さ
せ
る
こ
.と
が
甚
だ
し
く
乱
®

で
あ
る
と
い
ふ
歎
聲
を
聞
く
ほ
ど
.
で
I

る
。
從
つ
て
概
し
て
ハ
へ
ば
、
農
村
生
活
に
は
變 

化
が
少
な
.
い
。
昔
の
.通
り
に
同
じ
こ
と
が
繰
返
さ
れ
る
こ
と
が
多
：い
。 

' 

ノ

農
段
は
昔
か
ら
の
仕
法
を
そ
の
ま
ま
に
行
な
つ
て
ゐ
れ
ば
、
大
、體
に
.お
い
.て
生
活
の
危
險
が
少
な
い
。
新
し
い
.方
法
を
採
用
し
て
、

-

そ
れ
疋
依
つ
て
假
令
以
前
ょ
り
多
く
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
出
來
る
と
し
て
も
、
萬

I

の
危
險
を
考
へ
る
時
に
は
、
利
益
は
少
な
く
と

も
、

從
來
の
質
行
を
そ
の
ま
ま
に
行
な
つ
て
ゐ
る
方
が
安
全
.だ
-か
ら
で
あ
る
。
殊
に
營
利
的
精
神
の
弱
か
つ
た
^

代
に
あ
つ
て
は
、
損

•
 

*

?

得
の
侧
斯
を
考
.慮
せ
ヤ
し
て
昔
な
が
ら
の
生
.活
を
追
及
す
る
こ
と
.に
'な
る
。

.

.

德
川
時
代
村
蕩
I

說
. 

. 

.
•
六
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ニ

 

S

0

.

5



轉剪觀

德
川
時
代
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落
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序
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-

德
)|
|

時
代
の
農
村
ザ
保
守
的
で
あ
り
、
叉
從
つ
て
比
較
的
變
化
が
少
な
か
ク
た
と
い
会
と
は
確
か
に
い
ひ
噚
ら
怍
る
。
し
か
し
兎

• 

. 

、

に
角

一
一

百

數
十

年

.に

1:

る
畏
W

間
に
は
か
な
り
の
變
化
が
現
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
^

否
定
m-

來
な
い
。
殊
に
そ
の
村
落
の
自
然
的
幷
び
に 

人
爲
的
條
件
の
如
何
に
依
つ
•
て
は
相
當
大
な
.る
變
化
1'

豕
つ
た
も
わ
も
少
な
く
な
い
，0

當
時
の
交
通
狀
態
か
ら
、
文
化
の
交
流
が
極
め 

て
局
限
さ
れ
て
ゐ
•た
か
ら
、
.
.一
方
か
な
り
の
大
き
い
變
化
.を
受
け
た
部
落
.が
.'̂

る
か
と
思
.

4
,

と
、
他
方
あ
る
地
^
に
は
古
い
傅
統
を
少

し
も
變
化
せ
ず
.

k
.

明
治
以
後
に
持
ち
傅
へV

ゐ
た
部
落
も
存
す
るQ

で
あ
る
。、
な
ほ
；

J

 

Q

點
5

い
て
は
後
に
論
述
す
る
つ
も
り
で
あ

;

/.

る
が
、
か
ぅ
し
た
偏
り
は
あ
.る
と
し
て
も
、
全
般
的
に
見
て
、
村
落
の
變
化
の
傾
同
の
あ
つ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。

.
例
へ
ば
わ
れ
わ
れ
が
德
川
時
代
の
農
村
文
書
類
を
撿
し
て
ゐ
.て
.も
、
慶
長
期
、
.元
祿
以
前
、
享
罙
前
後
、
寳
曆
前
後
、
化
政
度
、
天

.
 

•

保
期
な
ど
の
文
#

が
•

形
式
、
書
體
、
紙

露

Q

他
に
、
.そ
れ
ぞ
れ
多
少
の
變
化
を
認
め
る
と
と
が
出
％
る
。
素
朴
な
粗
野
な
も
の
か 

ら
盤
備
さ
れ
た
も
の
に
變
づ
て
い
つ
た
過
程
が
窺
は
れ
る
と
共
に
、
そ
れ
が
次
第
に
外
形
的
に
、
形
式
的
に
な
つ
て
い
つ
た
と
と
を
知 

り
得
る
。
實
例
を
一
つ
掲
げ
る
と
、
土
地
賫
渡
證
文
に
し
て
も
初
期
と
後
期
と
で
は
か
な
り
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。

1

.

賣
彼
し
申
屋
敷
之
祺 

’

.

有
所
者
天
田
此
道
九
左
龆
門
殿
彌
右
衞
門
七
藤
と
神
主
機
四
人
之
入
相
道
也 

■

四
至
陵
取
A

七
邋
屋
敷
限
、
南
ハ
，甚
兵
衞
.屋
敷
狠
、 

.

^

5

拔
西
ハ
五
右
衞
門
厣
敷
限
、
北
ハ
，道
ヲ
か
き
り
、

.

一
雜
爲

ffiss

之
所
領
、

■依
急
用
有
之

.
金
小
判
五
兩
ニ
永
代
賣
渡
ツ
取
所
實
1H
明
鏡
.也
、
坪
數
四
拾
ル
坪
*
於
此
嗓
敷
者
上
な
し
さ
ぅ
ま
い

も
無
之
候
；：
若
^̂

ぶ
他
^

之
六
ザ
^

云
來
仕
候
共
ノ
我
‘等
共
掘
也
ノ
急
度
相
濟
-:

貢
主
少
も
御
苦
身
か
け
申
間
敷
歧
，
爲
其
一
筆
如
件

■
 

■

寬
文
十
二
壬
子
年
十
月
十
六
B
 

ロ

入
與

次

右

窗
門

中

村

r

资

主
_

窗書辤

か
ぅ
V
.
4古
い
杉
式
、
例
へ
ば
四
至
‘を
記
す
や
ぅ
な
形
式
は
間
も
な
く
失
は
办
て
、
水
帳
に
依
つ
て
一
筆
每
に
記
す
や5

\

になる
。

.

.

•

•

•

•
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• 

• •

i:

儿
祿
以
.前
に
す
で
に
水
帳
を
栽
-礎
と
し
て
土
地
の
質
人
讓
渡
等
を
行
な
ふ
，の
が
ム
般
に
な
つ
，て
ゐ
た
や
ぅ
で
あ
る
。
次
ぎ
に
揭
げ
る一

一
 

通
の
證
文
は
同
じ
村
に
つ
い
て
、
時
期
を
異
に
す
る
田
畑
質
物
證
文
で
あ
る
？

「

：

質

?:
讓

申

田

地

之

事

. 

」

'

田
畠
屋
敷
合
八
反
四
畝
廿
六
丧
.
御
水
帳
面
也
'
此
外
や
ふ
ほ
つ
こ
指
出
し
指
柳
等
迄
持
來
候
分
不
殘
'.

お
菇
ハ
卯
御
年
貢
典
外
.夫
■食
ニ
相
詰
リ
、
田
地
代
金
四
拾
八
雨
二
相
定
、
.只
今
金
子
不
殘
請
取
、
同
地
：屋
敷
^
跛
し
申
所
實
.|
1:
-
:
也
、
苹
季
之
璘 

ハ
卯
極
月
夕
午
ノ
暮
迄
屮
三
年〖

1
.相
定
入
氍
申
候
、
年
季
明
午
ノ
暮
一I

右
之
代
金
不
殘
相
濟
申
候
ハ
田
地
御
奴
可
被
下
候
-
蒞
其
時
分
金
：十 

調
不
赌
成
而
請
申
寒
難
成
候
は
、
貴
殿
御
抱
置
被
既
候
共
"
又
：ハ
何
方
へ
何
ほ
と
の
し
ち
物
，ニ
嗍
入
候
共
、
た
と
へ
筇
季
之
内
御
入
被
成
候
共
、
 

地
替
被
成
候
共
，
少
も
此
方
み
構
無
御
座
候
:-
諸
鄯
此
田
地
二
付
村
中
之
義
パ
不
及
申
.-
»
.
.
親
類
何
方
々
も
權
無
御
座
候
、

f
 

C

ヶ
齔
峩
出
來
仕
候 

八
バ
我
等
加
判
之
者
何
方
迄
.も
龍
越
、
申
分
可
仕
候
-'
.赀
賧
へ
少
も
掛
ヶ
申
即
舖
候
、
艾
御
年
季
內
_
渡
も
ロ
0
候
ハ
，、
、
代
金
九
拾
六
兩
奴
濟

可
中
候
間
-
無
相
違
ロ
御
返
し
对
被
下
候
、
爲
後
日
依
如
件
-.
大
，
支

1

.

.

.貞
享
四
年
卯
十
二
月
•

.

.

 

■
忠

左

—

門
®

.

. 

- 

——

： 

請人へ卄一名略

〕

九
兵
衞
殿

，

.

.

 ̂

:
相
^
申
田
地
i

證
文
之
事

德
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村
落
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但
シ
御
水
帳
面
也 

\

此
田
地
二
附
來
り
候
境
木
张
等
义
卷
畔
敷
等
迄
何
二
而
も
不
殘
指
添
相
渡
申
候
、

丨 

- 

.お
者
浚
御
檢
地
水
帳
太
郞
兵
衞
名
銘
之
$

前

< 
ぶ
我
等
所
塒
致
し
候
田
地
、之2

、

書
商
之
通5

此
度
名
主
苹
寄
K
入
組
親
.紹
相
談
之
上
、
貴 

'殿
！̂

地
ユ
相
渡
し
、
金
试
指
齋
兩
拙
者
共
立
會
請
取
申
所
赞
JH
也
*
部
季
之
懷
は
當
辰
三
月
ぶ
來
ル
午
十
二
月
迄
*
中
紙
年
^
足
相
波
呻
候
、
 

.尤
此
田
地
-附
脇
々
構
申
衆
無
御
座
候
"
若
六
ヶ
敷
印
■

座
候
パ
，、
、
.⑽
澈
と
も
何
方
豸
^

^
砠
ま
ぼ
申
訣
仕
、
貴
殿
?1
ヅ
も
御
苦
^
趴
.̂

中 

.間
敷
候
、
彌
牢
苹
明
午
十
二
月
■一一
 
罷
成
候
ハV

、

本
命
：贰
拾
廣
雨
.返
濟
可
申
候
間
-
田
塊
不
殘
御
返
可
被
成
候
、
若
其
時
分
金
子
.調
兼
、
.田
地
謂 

丨
返
'シ

咱

憐

不

罷

成

候

.
ハ

ヾ

•»
布
[«
地
流
啦
候
而
貴
殿
田
地
~
可
被
成
^

然
ル
上
は
御
手
前
，一而
所
持
被
成
候
と
も
、.
又
若
餘
方
江
何
樣
之
賃
地 

御
诹
彿
成
候
共
•
•地
主
潘
不
及
申
、
脇
ォ
構
無
御
座
條
*
其
節
加
判
之
者
立
會
印
形
仕
、
無
相
違
田
地
•御
渡
被
成
候
樣
仕
可
候
褂 

I

御
年
1

之
儀
は
御
公

•儀
樣
御
割
付
之
通
け
貴
殿
方
.
-

1
而
御
上
納
坷
被
成
候
、
，丼
諸
役
入
目
導
村
丼
-.
御
勤
.メ
可
被
成
來 

ー
此
田
地
ム
掛
リ
御
’拜
借
米
金
少
も
無
御
座
候
、
.假
有
之
候
共
、
殘
田
地
—
..
て
御
上
納
可
仕
候
、
.勿
論
借
金
書
人
等
外
に
一
切
不
仕
暌
琪 

窆
通
リ
相
定
質
地
相
渡
し
申
上
は
-
少
も
相
違
無
御
座
候
、

..
a
出
地
脊
•枚
毎
耕
地
付
位
付
別
紙
書
拔i

通
指
添
相
股
申
候
、
爲
其
名
生
年
寄 

五
人
組
親
威
加
判
之
證
文
相
渡
申
候
、
爲
後
日
依
而
如
件. 

.
埼
3C
郡
大
枝
村

地主

澳

V

藏
⑩

親

類

藤

お

衞

阏

⑩ 

(

五
人
姐
三
名
牢
寄
三
名
及
び
名
主
記
名
捺
印)

天
明
四
年
辰
.十
二
月

.

.

.

.同村

.

.

'

以
上
三
種
の
土
地
譲
渡
の
證
文
を
比
較
.

し
て
見
て
も
、..そ
こ
に
農
村
に
お
け
る
時
代
的
變
遵
の
一
端
を
窺
ふ
こ
と
*

か
出
来
る
？

.

五
人 

組
や
村
役
人
が
こ
の
種
の
契
約
に
登
場
す
る
や
う
.

に
な
っ
た
‘の
が
、
何
時
頃
か
明
白
.で
は
な
い
が
、.
大
體
中
期
芷
德
享
保
前
後
の
こ
と 

で
あ
ら
う
。
勿
論
場
所
に
依
っ
て
遲
速
は
あ
ら
.う
が
、
德
川
封
建
秕
會
が
勝
度
化
さ
れ
る
に
っ
れ
て
、
農
村
の
諸
式
も
次
第
に
組
織
化 

さ
れ
、
單
な
る
血
緣
的
關
係
ょ
り
も
.，
地
域
的
關
係
の
方
が
'
重
要
視
さ
れ
*
こ
の
種
の
證
文
に
五
人
組
の
連
印
を
必
要
と
す
る
に
至
づ 

た
の
で
あ
ら
う
。
.又
最
後
の
證
文
に
お
い
て
は
明
か
に
農
村
に
お
い
て
土
地
を
擔
保
と
す
る
金
融
が
頻
繁
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ 

る
ゥ
二
重
質
入
を
豫
め
防
II
:

す
る
文
句
が
證
文
に
現
は
れ
て
ゐ
る
が
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。

.

こ
の
種
の
例
を
そ
の
他
の
記
錄
文
書
か
ら
探
し
出
す
こ
と
も
極
め
て
容
易
で
あ
る
。
初
期
の
宗
門
改
帳
と
後
期
の
も
の
と
を
比
較
す 

れ
ば
、
そ
の
形
式
化
さ
れ
て
い
つ
た
過
程
を
觀
察
す
る
こ
占
が
出
來
る
。
か
う
し
た
例
を
重
ね
る
こ
と
は
徒
ら
に
煩
雜
に
亙
り
、
讀
者 

を
鉋
か
し
む
る
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
僧
略
に
付
す
る
が
、
.要
す
る
に
農
村
も
亦
こ
の
ニ
世
紀
半
以
上
に
亙
る
年
月
の
間
に
か
な
り
の 

變
化
を
生
じ
て
ゐ
た
こ
と
を
承
認
し
て
も
ら
.
へ
れ
ば
.ょ
い
の
で
あ
る
。

.'

農
村
.に
お
け
る
變
遷
を
概
括
的
に
觀
察
す
る
に
當
っ
.て
、
私
は
前
々
號
の
本
誌
上
に
發
表
し
た
_

態
的
研
究
の
場
合
と
同
樣
に
、
そ 

の
外
形
と
內
容
と
に
分
か
っ
て
そ
の
.變
化
を
迪
づ
け
て
見
ょ
う
と
思
ふ
。
讀
者
哝
私
拙
稿
を
參
照
し
て
欲
し
い
o

■ ,
-

U
.

.

.

.

.

.
わ
が
國
の
農
村
.に
お
.
い
て
は
、
前
揭
論
文
に
指
摘
し
た
る
が
如
く
、
そ
の
發
展
が
自
然
的
形
成
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
周
園
の
社
會 

環
境Q

變
化
す
る
に
っ
れ
て
、
全V

相
反
す
る
ニ
っ
‘
の
傾
向
を
有
し
て
ゐ
た
。
1

0

は
細
分
化
、
又
は
孤
立
化
の
傾
.冋
と
も
い
ふ
べ
.き 

徳
川
時
代
村
珞
阱
究
序
說 

七i 

.

(
1

四
0

九
I



s

_

m

B

f

i

s

s

s

l

i

o

8

8

s

德
川
時
代
村
落
阱
究
序
說 

七
ニ 

(

5
1
0

)

為

で

、
他
1

は
こ
れ
と
對
跪
的
l

i

.

傾
向
で
I

。
、
著

と

は

拾

I

川
I

が
ー
I

I

的
I

l

f

 

.採
用
し
な
が
ら
.

他
方
中
央
集
權
を
行
な
は
ん
と
し
た
そ
の
政
治
的
矛
眉
に
相
.應
す
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
又
同
時
に
農
_村
.の
社
會
耩 

成
自
體
に
も
と
の
爾
者
の
傾
浪
を
生
み
出
す
素
因
が
存
在
し
て
ゐ
た
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
先
づ
最
初
に
細
分
化
的
傾
向
に
っ
い
て
述

ベ
よ
う
。

ニ
 

.'.
»
,
.
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.

わ
が
國
農
村
の
發
展Q

限
界
：が
樺
め
.て
•限
ら
れ
た
地
域
內
で
，あ
る
こ
と
.

は•

わ
.が
自
然
的
地
勢
に
基
づ
ぐ
も
の
で
あ
っ
て
、
如
何
と 

名
な
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
ぅ
。
：狹
隙
な
谷
間
に
沿
ふ
て
發
生
し
た
部
落
が
人
口
の
增
大
を
見
た
場
合
、
や
、
離
れ
た
耕
作
の
餘
地 

の
あ
る
と
こ
ろ
に
枝
村
を
形
成
し
、
.同
一
地
名
を
も
.

ち
、
又
は
，本
村
の
：大
字
の
一
つ
に
な
つ
て
ゐ
た
も
の
が
、
何
時
か
獨
立
の
一
村
を 

形
成
す
る
に
至
某
村
上
分
と
か
、
.中
分
と
か
、
下
分
上
稱
し
た
ね
、
上
中
下
と
分
裂
.し
て
，、
個
々
の
獨
立
し
た
部
落
を
形
成
す
る
。 

時
に
は
同
一
.
，村
名
を
有
し
て
は
ゐ
る
が
、
全
く
名
主
を
異
に
し
、
村
髙
.の
如
き
も
別
に
な
つ
.て
ゐ
る
も
の
さ
へ
あ
る
。
一
例
を
採
れ
ば
、 

上
.總
國
市
原
郡
不
人
斗
村
深
城
の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
'0

そ
0

點
は
次
ぎ
に
述
ぶ
る
^

^

:
の
瘍
合
と
同
じ
く
.
小
部
落
が
獨
立
し
て

ゆ
く
傾
向
が
著
し
い
。

• 

• 

.

.

.

'

.

.元
來
農
村
の
發
展
す
る
に
っ
れ
て
新
田
を
開
發
し
.、
，
そ
の
抱
擁
し
得
る
.限
度
ま
で
家
數
人
ロ
4
,增
加
し
.て
ゅ
く
能
カ
を
冇
す
る
は
づ 

で
あ
る
。
大
體
に
»

て
德
;(
1
.の
初
期
に
あ
.っ
て
は
、
新
田
開
發
に
依
0
.
.て
：そ
の
增
'大
す
る
人
ロ
を
支
持
し
.て
ゅ
く
こ
と
が
出
來
た
や

ぅ
で
あ
る
。
各
村
村
に
っ
い
.て
そ
れ
ぞ
れ
の
發
展
史
を
書
い
た
も
の
.は
^

ど
な
い
の
で
、
ど
ん
.な
狀
態
に
進
8-

し

て

^

た

か

十

分

に

知

る
こ
と
は
出
來
な
.

い
が
、.

年

代

の

違
- 0

た
村
高
掁
^ :
.

比
較
す
る
ど
、.
.

大
1 :

享
览
頃
1 '

以
0

て
こ
の
方
而
0 .
.

進
展
比
限
度
と
た
り
、
そ
の

i

 

_ 

•

 

•、
•

•
•

•
•

•
•

村
は
增
大
し
な
い
さ
ー
、
薪
村
の
_發
生
を
見
た
や
ぅ
で
.ぁ

る
.<
>

即
ち
新
乩
村
で
ぁ
る
。
勿
論
享
保
以
前
の
新
田
、
即
ち
古
新
田
に
レ
て
獨 

立
付
と
な
つ
た
1

の
も
少
な
く
な
趴
°:

武
藏
國
埼
玉
郡
贫
新
田
の
如
き
は
そ
の
名
稱
>&
>
:ら
見
て
.も
.
，享
保
以
前
の
新
田
(0

-
獨
立
し
た
も

の
で
ぁ
ら
ぅ
。
し
.
か
し
概
.し
ぬ
い
へ
ば
享
保
以
前
は
次
第
に
新
田
を
題
奴
レ
て.
、.
村
が
發
展
し
セ
行
つ
た
傾
向
が
見
え
る
。
今
座
右
の 

資
料
か
ら1

U

例
示
レ
て
置
か
ぅ
：.
0

\

 

:

■»
.

上
野
亂
ど
下
野
國
と
の
境
に
あ
る
险
川
村
は
天
茈
四
年
に
1

殿
佐
な
る
胬
が
村
開
き
を
な
し
、
最
初
三
ケ
年
無
年
貢
、「

田
畑
合
贰
拾 

町
七
反K

献
贰
拾
六
步
、
追
々
浪
.人
集
り
.
.百
姓
拾
五
人
“

，而

宇

免

官

奥

平

.大

膳

大

夫

§

領
分
.:
*

髙
百
兰
拾
六
.石
三
斗
七
升
、
家
數 

拾
五
軒
也
、
天
正
十
八
艇
资
三
月
ノ
下
野
安
蘇
郡
除
川
村
ト
號
す
、
.
：

元
和
九
亥
九
月
达
檢
地
人
申
昨
、
_
高
五
百
九
汩
三
斗
七
升
、
 

反
别
五
拾
六
町
餘
*

象
數
三
十
豐
軒
. '
:

:

寬
永
十
七
年
辰
巳
午
三
ヶ
年
-一
人
悪
#

下

畑

.五

町
i

.

起
成
、
中

百
姓
石
塚
高
橋
北
村
地 

發
世
話
人
頭
藤
中
通
リ
成
ル
、
殺
生
人
角
左
衞
門
相
勤
申
砟
、
後
高
卜
人」

、
意
味
の
は
つ
き
り
し
.な
>

と
こ
ろ
も
ぁ
る
が
、
兎
に
角
原 

文
の
ま
‘
i
fa

し
て
置
く
。「

寬
文
元c

年)

館
林
領
ー
一
成
、

高

五

ぜ

九

石

£

^

七
升
、
极
平
沏
凍
守
樣
达
在
城
之
節
*

家
數
四
拾
軒
餘
也， 

:

:

同
八
年
新
上
州
除
川
村
ト
號
：
.
：
延
寳
六
午
年
二
月
、
館
林
宰
相
様
、
逸
檢
地
入
替
高
‘七
百
八
拾一 .

ニ
石
壹
斗
六
合
、
外
.二
拾
豐
石 

四
斗
九
升
戴
合
八
夕
*

野
錢
川
役
高
一
一
入
、
小
以
七
百
九
拾
四
石
六
斗
五
升
贰
合
八
夕
、
内
四
拾
貳
石
广

惡
戶
筋
之
分
米
な
b

、
'反
別 

百
拾
町
四
反
四
畝
十
三
步
.
.
.
.家
數
九
拾
三
軒…

”
天
和
一
一
.戍
年
彳
青
山
信
濃
守
樣
迖
領
分
.
一
一
入
.
.
.高
七&

九
拾
四
石
六
.斗
五
升
戴
合 

八

夕
1'

そ
の
後
ず
つ
と
と
.の
高
に
は
變
化
は
’：な
い
.が
‘

.各
所
に
新
铒
開
發
の
記
事
が
川
普
謂
や
除
地
の
記
述
の
櫚
^

散
'1
,
す
る
が
、
何 

れ
も
初
期
•の
も
の
で
ぁ
る
。
こ
の
無
題
の
記
錄
を
書
い
た
文
化
十
三
年(

一
-A

一
 

六
年)

の
冢
數
は
百
貳
揞
七
軒
人
數
五
百
三
拾
人
と
. ̂

德
川
時
代
村
落
硏
究
序
說 

七
三
：

p

K

.

j

c
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 每 趙

:
德
川
*.
代
村
落
硏
究
序
說

 

.
七

四

(

一.
四
-

ニ)

•
つ
て
ゐV

.
延
寶
六
年(

.一

六
七
八
年)

か
レ
見
る
と
三
十
四
軒
增
加
し
て
ゐ
0̂

し
か
.■し
百
三
十
八
年
間
に
僅
か
に
三
割
六
步
餘
の
-̂ 

.
加
を
見
た
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
を
寬
文
元
年(

一
六
六一

年〕

か
ら
延
契
年
ま
で
の
僅
か
十
七
年
間
に
家
數
が
倍
以
•上
に
な
つ
て
ゐ
る
の 

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
な
ほ
人
P

に
つ
い
て
は
後
に
^

へ
る
つ
も
4

あ
る
が
•

要
す
る
に
湖
期Q

新
田
開
發
と
村Q

發
展
と
の
關 

係
を
窺
ふ
に
足
り
よ
う
o'

こ
の
初
期
の
村
高
の
.%

伽
を
以
つ
て
>

直
ち
に
そ
の
す
べ
て
が
新
田
■開
發
に
依
る
と
の
み
い
ひ
得
な
い
こ
と
は
明
か
で
.
あ
る
。
例
べ 

ば
貢
租
の
增
徵
な
ど
と
い
ふ
こ
と
^

考
へ
ら
れ
る
が
、
あ
：る
程
度
の
新
田
增
加
又
は
生
•產
力
の
增
大
が
な
け
れ
ば
、
前
述
の
や
う
な
%
 

.
激
な
增
加
は
考
へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
百
姓
仲
間
の
爭
び
か
ら
檢
地
、し
た
ヶ
こ
ろ
V

意
外
に
も
生
淹
.
高
が
多
か
つ
た
た
め
か
、

:̂
c 

高
を
多
く
さ
れ
て
大
い
に
困
齋
し
た
例
が
あ
る
。
初
期
の
生
產
カ
增
大
を
示
す 

一W

と
も
な
る
か

ら

、

引
用
し
て
置
く
。
場
%
は
下
總 

國
匝
餚
部
大
塚
原
村
で
あ
る
。

.

.

'

 

_ 、
 

.

，•

「

1
-*
來
西
55
:
,拾
石-1

而
胡
座
候
所
、
哿
屈
新
三
郞
屈
御
知
行
所
之
內
、
御
內
檢-I

而
高ir

八
拾
石
ニ
龍
成
相
勤
^
候

、

寬

文

十

一

辛

亥

^

、

村 

方
.白
纪
刊S

S

ュ
出
入
御
匿
ニ
付
御
代
浪
關
ロ
作
左
徹
門
樣
、
八
*
仁
兵
衞
樣
御
兩
ヘ
~
1而
^

^
地
被
遊
*
髙
四
；，fi
2
i石
餘-1

罷
成
、
百
性 

及
闲
窮
候
ニ
付
、
御
代
嘉
樂
勘
左
衞
門
樣
御
代
官
所
之
降
分
、
御

公

纖

江

度

，
御
換
地
御
願
申
上
候
，-付
、
元
祿
十
一
黄
年
御
地
頭
所
■
 

大
岡
仁
布
衞
門
様
御
知
行
所n

麗

中

候

、*

其
節
從
御
翁
譬
贰
拾
石
麝
込
高
ュ
被
麗

-I
f
i
n
i

，一
 
而
御
引
渡
り
申
候
.

」

後
期
に
な
？

^

新
田
開
發
が
.行
'̂

は
れ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
前
述
の
.如
く
獨
立
し
た
村
落
を
構
成
す
る
と
と

.が
多
ぐ
な
つ
た
。
し
か
し
s
-
に
は
何
く
村
新
田
と
し
て
髙
帳
に
も
”

叉
貢
租
そ
の
他
も
別
に
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
本
村
の
者
が
差 

配
.も
.し—

耕
作
も
.し
..て
ゐ
^

が
そ
こ
.
に
は
住
民
の
».

な
い
.と
と
ろ
も
あ
る
。

:
m
I I .

III.
i f
i t ：

i

littl ：

_lip1
1}pi
HI
II
m

I
Hi
III 
… 細ill itfi
Hi
議 ，_mrm|I1
議 鶴 ，I I ：miIII
辟 _
III暑

.

.

.

.例
へ
ば
武
藏
國
埼
玉
郡
江
面
村
_新
田
は
.高
六
ト
拾
壹
石
.五
斗
八
升
八
合
で
あ
る
が
、
享
保
十
三
申
年
の
河
原
井
沼
新
田
の
一部

で
-,-

古 

田
持
添
の
新
田
故
"

右
新
!3
;

地
に
.出
百
姓」

も
^

く
、
‘
民
家
は
な
い
。
，名
主
、，與
頭
、
百
姓
代
は
何
れ
も
本
村
の
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら 

は
享
保
以
後
一
般
に
檢
地
を
す
る
こ
と
.は
殆
ど
な
く
、'
從
っ
て
新
田
開
發
の
際
*

假
令
住
居
す
る
百
姓
は
な
.く
て
^
、
便
宜
上
獨
立
の 

村
の
や
う
な
形
式
を
採
っ
た
の
で
.
あ
ら
う
。
こ
の
種
の
薪
：田
村
は
事
實
上
は
本
村
の
發
展
と
見
て
差
支
へ
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
新
田
が
古
田
所
有
者
の
附
近
に
開
發
出
來
た
場
合
に
は
と
の
方
法
が
採
用
出
来
る
が
，
前
述
の
や
う
に
わ
が
國
の
地
勢
が
こ 

.れ
を
許
さ
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。
從
っ
て
新
田
開
發
に
應
e
.
て
小
さ
な
新
田
村
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
新
田
村
の
中
に
は
相
當
發

展
し
.た
も
の
も
あ
る
がr

概
し
て
い
へ
ば
、
中
腓
以
後
の
開
發
村
は
成
功
し
た
と
は
：

s
,

へ
な
い
や
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
地
勢
地

•
 

.

味
等
が
大
體
に
ぉ
ぃ
て
劣
等
で
ぁ
っ
た
か
ら
と
本
ぃ
へ
る
が
、
.同
時
に
さ
ぅ
.し
た
小
部
落
の
生
.糜
能
カ
も
不
十
分
で
ぁ
っ
た
と
ぃ
へ
よ

下
總
國
葛
飾
郡
大
畔
新
田
村
は
恐
ら
く
享
保
頃
の
開
發
と
思
は
れ
る
•
が
、
高
五
十
六
石
五
斗
五
升
一
.
一
合
の
小
村
で
あ
る
。

' 最
初
何
人 

で

開
-#

し
た
の
か
解
ら
.な
い
が
、
寬
政
十
一一

年(

一
八
0

〇)

に
は
家
數
六
軒
*

入
數
一一

十
七
人
で
あ
る
が
，
文
政
一
一
年C

一
 

八

1

九)

に 

は
五
断
ー
一
十
八
人
、
文
政
十
年(

一
八
一
一
七〕

に
.̂

軒
三
士
一
人
、
天
保
九
年(

I

A.

三
八)

に
稃
び
六
斬
一
不
七
人
と
な
つ
て
ゐ
.る
。
三 

十
九
年
間
に
一
人
も
增
加
し
な
か
，.つ
た
こ
と
に
な
る
。
勿
論
德
川
期
後
半
は
新
田
村
ば
か
り
で
な
く
、
何
れ
も
人
口
停
滯
の
倾
间
が
箸 

し
い
が
、
兎
に
俾
新
田
に
作
ら
れ
た
村
が
殆
ゼ
始
め
と
同
じ
程
度
で
あ
つ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
、(

上
記
の
六
軒
の
内
一
軒
は
庵
で
道 

心
が
住
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら

、

實
際
の

百
姓
は
五
人
と
そ

の
罾
胄
と
い
.ふ
こ
と
に
な
る
，.

)

、
新
田
開
發
に
.依
る
人
口
收
容
の
罾
ズ
と 

'德
川
時
化
村
珞
硏
究
序
說
• 

.

、 

.

七

五

0

ー.四
.
ニ
5

、



.嫘

..
|
!
|
,時
代
馨
銮
序
筑
'

.

:

. 

へ 

七
.六

.

(

.一
四
一
四〕

い
ふ
點
か
ら
見
る
と
*

あ
ま
り
成
功
と
.は
い
へ
，な
い
し
、.
.又

新

田

開

發

が

如

何

に

小

さ

な

村

落

を

權

成

せ

し

^'
た

か

とい
ふ
こ
と
に
も
 

な
る
。
か
く
し
て
自
然
の
.地
勢
か
ら
も
、
又
新
.田
開
發
と
い
ふ
こ
と
か
ら
も
、
村
落
の
分
裂
を
生
じ
、又
數
の
增
加
を
見
た
と
い
へ
る
。

. 

.

H

* 

.
 
/ 

» 

•

,

か
、
石
倾
向
は
村
落
の
經
濟
生
活
が
自
給
自
況
的
な
方
針
の
下
に
置
か
れ
て
ゐ
龙
と
い
ふ
こ
と
に
依
つ
て
一
層
.强
め
.ら
|1

た
の
0

あ

る
。
射
揭
の
大
畔
漸
田
の
.如
き
僅
か
五
^

の
部
落
で
、
.
し
か
^

日
光
脇
往
還
筋
に
あ
り
、
江
戶
へ
七
里
と
い
ふ
と
.と
ろ
に
あ
つ
て
、
し

か
も
女
は
木
綿
冻
、
は
た
織
り
、
外
に
薪
木
-

繩
、：
莛
等
仕
業
仕
.昨
し
と
い
ひ
、
务
種
を
作
り
、
肥
料
に
は
厩
肥
、
下
尿
、
灰
等
を
使

用
し
て
ゐ
る
。
と
れ
に
依
？

も
明
か
な
こ
と
は
、
農
村
は
そ
の
日
常
必
f:
g

を
出
來
る
限
り
裊

Q

手
に
依
つ
て
S

し
得
•る
こ
と

を
孤
想
と
し
たQ

p

あ
る
。
從
つ
.
て
髮
を
結
ぶ
の
に
元
結
を
使
用
じ
た
り
*
霧
に
結
は
せ
た
り
す
る
と
と
は
奢
侈
と
認
め
ら
れ
る
こ

* 

/
 

f

と

に
-̂

る
の
で
.
.あ
.る
。
し
か
し
い
く
ら
自
給
自
足
ザ
ょ
い
と
、卜
つ
て
气
ー
斬
の
家
だ
け
で
自
給
自
足
す
る
こ
と
は
頗
る
困
傩
で
あ
る
。 

殊
に
®
;
:
:
;
時
代
のj

家
は
普
通
現
代
と
同
様
小
人
數
.で
あ
る
か
ら
、
到
底
す
.べ
て
の
も
の
を
亩
給
す
る
こ
.と
は
出
來
な
い
0

同
忖
內
の 

各
家
が
經
濟
的
に
相
互
，扶
助
を
な
す
必
要
が
多
い
0

殊
忆
家
を
建
て
る
や
ぅ
な
大
き
な
仕
事
は
勿
論
、
屋
极
葺
と
い
ふ

や

ぅ

な

、こ
と
で 

も
仲
間
の
者
の
援
助
を
必
要
と
す
る
。
そ
こ
.
で
一
村
内
の
協
同
作
業
は
一
般
耘
耕
ば
か
り
で
な
く
、
，い
ろ
<

な
と
と
杧
協
ヵ
し
て
相

助
け
合
ふ
.た
め
に
.營
ま
怍
る
0 

. 

/

 
.

.

.

.

.

.

. 

.
、

■
 

■ 

• 

. 

. 

„ 

.

.

. 

■
.

一
家
の
自
給
自
见
は
不
可
能
と
^

て
も
*

ー
村
の
，
自

給

自

足
-
は
.か
^

り
の
程
度
ま
で
行
な
は
れ
て
ゐ
た
0
.
そ
^

に
當
時
の
.農
村
生
&
 

の
特
徵
を
^

:
.̂
:^
?
'
.何
人
.̂
同̂
;#
'
:部
落
民
.の
.援
助
.な
く
し
.
て
は
生
活
.し
.得
な
い
。
.
.そ
と
.
.忙
村
八
分
と
.ぃ
ふ
.や
う

.な

制

栽

が

桓

め
X,
有

力

な
刊
•!?
•

で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
レ
そ
れ
だ
け
.に
團
結
カ
は
强
い
が
ノ
部
落
民
以
外
の
.考
に
欝
す
る
排
他
的
傾
向
を
も
强
め
•
農
村 

.
を
し
て益

..//

孤

立

的

，な

.も

の

と
し
た
の
で
あ
る
。
自
己
の
村
內
の
生
活
必
需
品
を
確
保
す
る
た
め
に
、
.他
村
の
客
と
相

爭

，ふ

こ

と

さ

へ 

生
じ
た
。
吾
人
ば
.入
會
山
に
關
す
る
他
村
と
の
衝
突
事
件
の
記
錄
を
屢
之
發
見
す
る
ひ
で
あ
る
。

..
:

-

•

.寶
永
六
年
の
.
匕
と
で
あ
る
*

上
總
國
武
庫
郡
屋
形
村
の
•者
が
谷
川
堰
を
普
氣
す
る
た
め
に
必
要
な
土
を
隣
村
新
掘
村
と
の
地
塀
で
採 

驭
し
た
。
新
掘
村
の
者
は
そ
の
地
點
が
自
己
の
.村
に
屬
す
る
.も
の
で
あ
•
る
と
杭
讓
を
申
出
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
三
十
年
以
前
に
同 

村
内
に
死
骸
が
あ
つ
て
• 

‘こ
れ
を
隣
村
瓦
ヶ
村
立
會
^
上
そ
の
地
撕
の
m'
&

に
埋
葬
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
自
村
の
も
の
で
あ
る
と 

,

い
ふ
の
で
あ
る
。
，繪
圖
に
依
つ
て
見
れ
ば
、
土
を
掘
つ
た
場
所
は
死
骸
を
埋
め
.た
場
所
ょ
り
も
新
堀
村
に
近
く
は
あ
る
が
、
違
つ
^
地 

點
で
•

全
體
•が
！̂
地
で
境
界
は
頗
る
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
裁
判
は
新
掘
村
の
勝
利
と
な
り
、.爾
後
屋
形
村
の
容
は
あ
る
道
を
境
界
と
し
，
 

■そ
れ
以
上
新
堀
村
に
近
い
土
を
採
取
し
た
場
合
に
は
代
金
を
支
柳
ふ
べ
し
と
命
ぜ
ら
れ
た
。
か
ぅ
し
た
隣
村
と
の
爭
ひ
は
頗
る
多
く
、
 

他
方
そ
れ
ら
が
、
年
中
行
事
の
や
ぅ
な
慣
行
の
上
•
に
も
現
は
れ
て
.來
る
く
1̂

ゐ
部
落
と
部
落
と
の
爭
ひ
，が
甚
だ
し
い
。
流
行
病
が
起
れ 

尤
柩
茜
神
を
村
^

か
ら
追
ひ
.放
つ
•
た
り
、.
又
は
村
の
娘
の
他
村
に
嫁
す
る
こ
と
を
拒
ま
ん
と
•す
る
と
^

か
ら
生
じ
た
憤
行
の
如
き
は
1

多
く
の
鄕
土
民
俗
硏
束
が
多
く
.
の
例
を
示
し
で
ゐ
る
■

か
く
ブ
村
の
圃
結
を
鞏
固
に
し
や
他
村
か
ら
隔
離
し
て
そ
の
自
給
自
足
を
計
ら
ん
と
す
る
.傾
向
は
、
村
民
の
知
識
を
狹
隘
に
し
、
阇 

陋
の
M

を
墦
長
す
る
こ

と
を
免
れ
な
か
つ
た
。
殊
に
2

〕

自
然
的
環
境
.に
お
い
.
て
他
部
落
か
ら
隔
絕
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
*
- (

ニ)

地
味
が 

劣
等
で
あ
つ
た
地
方
.な
ど
で
は
、
特
に
(1
)

從
來
の
血
族
的
關
係
の
.傳
銃
が
强
く
竣
り
又
(2
)

勞
働
カ
の
維
持
を
必
要
と
し
た
た
め
、

一
 

• 
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い扣

德
JI
1

時
'代
村
落
研
究
序
說
.. 

、、

.

-t
A

o

四
一
六)

，

廣
こ
？
傾
向
が
强
か
つ
た
。
し
か
し
ど
こ
で
も
程
度
の
：差
は
あ
る
が
、親
子
•
子
方
の
關
係
、
本
家
•
分
家
•
別
家c

又
は
新
屋
：

)

の
關
係
の 

如
I

m

族
又
は
^

血
族
、
も
し
く
は
擬
制
的
血
族
關
係
が
か
う
し
た
抓
立
的
團
赭
を
持
續
.し
、
相
互
扶
助
を
强
調
す
る
た
め
に
形
成 

さ
れ
て
ゐ
た
と
い
つ
て
ょ
い
。「
ゆ
>

」

と
か「

ま
き」

と
か
い
ふ
社
會
的
圑
結
組
織
年
名
子
の
や
う
故
制
度
が
存
在
し
、
又
時
に
後
の
學 

#

を
し
て
大
家
#;

制
度
と
力
共
產
村
落
と
か
い
ふ
や
う
な
名
稱
を
與
へ
ら
れ
る
地
方
が
各
所
に
散
在
す
る
と
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。 

、
し
か
し
そ
れ
ら
,0

極
，端
な
大
家
族
的
な
*

も
し
く
は
共
產
的
な
部
落
だ
け
が
、
か
う
し
た
部
落
協
同
的
、
■孤
立
排
他
的
な
制
度
を
有
す 

る
の
で
は
な
く
、
か
な
り
近
代
化
さ
れ
た
-

都
市
の
附
近
の
村
落
で
.も
、
同
樣
の
要
素
を
I

勿
論
そ
れ
は
極
め
て
稀
薄
な
も
の
に
は 

な
つ
て
は
ゐ
た
が
、
.

——

も
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
地
主
對
小
作•

家
主
對
店
子
の
關
係
が
單
な
る
契
約
關
係
で
な
く
、「

店
子
と
い
へ 

ば
子
も
同
然」

と
い
ふ
他
言
の
如
く
擬
制
的
血
族
關
係
と
見
做
さ
れ
、本
家
•
分
家
•
別
廣
等
の
諸
關
係
が
依
然
本
家
を
中
心
と
す
る
相
互 

扶
助
.の
_

称
を
負
ふ
も
の
4

考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。 

.

農
村
の
孤
:̂
.
化
乂
は
分
裂
化
を
促
進
す
る
も
の
と
：し
て
、
最
後
に
附
記
す
べ
き
；こ
と
は
當
時
め
政
治
組
織
で
あ
る
。
五
人
砠
_
度
の 

如
き
も
時
に
部
落
內
に
さ
ら
に
，小
圃
體
を
形
成
せ
し
む
る
傾
向
は
あ
る
が
、
元
來
五
人
組
そ
の
も
の
が
、

一
部
の
人
が
論
ず
る
や
う
に

は
實
際
上
に
强
い
力
を
有
す
る
も
の
で
な
か
つ
た
か
ら
、
大
し
た
問
題
で
は
な
い
。
む
し
ろ
精
神
的
に
鄕
.黨
意
識
を
强
め
る
に
役
立
つ

/ 

.

た
點
を
指
摘
す
れ
ば
足
り
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
ょ
り
も
一
村
.が
數
输
.'

時
に
.十
數
給
に
分
裂
し
て
.ゐ
た
と
と
の
方
が
問
題
.で
あ
ら
う
。 

即
ち
一
村
の
領
主
が
數
名
、
十
数
名
に
及
ぶ
場
合
で
あ
る
。

.

/

, 

:

,

匕
の
場
合
そ
の
村
に
は
名
主
又
は
'

庄
屋
が
數
名
.

叉
は
十
數
名
生
t

*

年
寄
、
百
姓
代
等
の
村
役
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
檮
成
さ
れ
て
ゐ

X
J
。

勿
論
中
に
は
發
帶
の
も
の
も
.

な
.

く
.

は
な
ぃ
が
.

概
し
て
そ
れ
は
例
外
で
あ
る
。
こ
の
場
合
資
料
女
書
を
見
る
者
の
注
意
レ
な
げ
れ
ば
な
ら
、

な
い
と
と
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
に
提
出
し
た
貢
租
そ
の
他
の
文
書
に
記
さ
れ
た
村
^

|
や
人
ロ
數
は
そ
の
一
村
全
體
の
も
の
で
は
な
く
、
 

そ
の
一
人
の
領
主
に
屬
す
べ
ぎ
關
係
の
石
高
•
人
口
等
が
.記
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
.し
か
も
そ
と
に
は
常
に
單
に
架 

村
と
記
し
て
、
茈
村
のI

部
な
る
こ
と
は
明
示
し
て
ゐ
t

い
の
で
あ
る
。
從
っ
て
數
給
以
上
に
分
か
れ
て
ゐ
る
村
の
文
書
は
全
給
を
綜 

合
し
て
見
な
け
れ
ば
>(

全
體
の
刺
斷
は
成
立
じ
な
い
の
で
あ
る
.°
.

例
へ
ば
と
ん
な
場
合
が
あ
る
。
上
野
國
佐
位
郡
保
I

村
は
總
高
三
.百
七
拾
八
，石
六
斗
四
升
七
合
で
、
六
給
に
分
か
れ
て
ゐ
た
。
然
る 

に
代
官
所
屈
出
.
の
明
細
書
を
見
る
と
*

高
貳
拾
ニ
石
九
斗
五
升
五
合
と
あ
っ
て
、
そ
こ
に
.は
•「

右
者
當
御
变
配
ノ 
•は
分 

一一̂

座
昨
、
冗 

來
當
組
百
九
拾
石
ニ
而
御
料
所n

而
达
座
-̂

處
、
天
明
八t

年
御
分
鄕n

相
成
、內
百
六
拾
七
石
四
升
五
合
新
見
賴
毋
知
行
啊
相
成
、 

右
之
武
拾
一
一
石
九
斗
五
升
五
合
は
御
料
所H

相
殘
申
^

、
右

〒
付
御
支
配
之
御
分
を
持
添
地
所
斗
ニ
而
民
家一

向
無
喰
座
昨」

と
あ
る
。 

恰
も
惣
村
高
が
百
，九
拾
石
の
如
く
に
記
述
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
續
い
て
畠
五
拾
七
石
ニ
斗
ニ
升
六
合
當
御
支
配
所
、
高
百
六
拾
七
右 

四
升
五
合
新
見
賴
母
知
行
所
、.
高
五
拾
八
石
八
斗
壹
升
三
合
同
知
行
所
下
紐
、
高
五
拾
八
右
八
'-
4

壹
升
三
合
杉
山
宗
三
郞
知
行
所
‘
惣 

村
高
三
百
六
拾
四
石
八
斗
.五
升
貳
合
と
記
し
、て
ゐ
る
。
要
す
る
に
前
の
記
述
は
代
官
支
配
地
.の一 .

部
が
給
與
の
都
A
口
上
.割

か

れ

て

新

見
 

氏
の
分
に
人
っ
た
の
で
、
そ
の
以
前
か
ら
代
官
支
配
地
•
.新
見
氏
分
*

さ
ら
.に
杉
山
氏
分
と
に
分
か
れ
て
ゐ
た
の
.で
あ
.
る
。
そ

し
て
.?
: 

の
明
細
書
た
け
に
從
へ
ば
、
’
保
泉
村
の
村
高
は
三
百
六
拾
四
石
八
斗
五
升
貳
合
の
如
く
思
は
れ
る
が
、
.明
治
一
一
半
に
屆
出
た
明
細
書
を 

見
る
と
新
見
杉
山
兩
氏
の
外
、.
天
領
分
が
前
•橋
領
と
な
りr

そ
の
外
に
拾
三
石
五
斗
.と
し
て
上
田
保
之
亟
が
新
し
く
加
へ
ら
れ
、
 

德
川
時
代
村
落
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序
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雄

川

時

代

村

珞

硏

究

序

說
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A
o 

c

一
四
一
八)

r

是
は
小
髙
二1
付
同
給
上
武
士
村
名
主
持
添
.1

一
法
座
：昨
間
V

當

村

：
一
一
御
水
帳
御

_

付
等
無
»

座
±」

と
ぁ
り
、
.六
給
入
會
憋
村
高
三
百
七

、
 

.

*

 

«

拾
八
石
六
斗
四
升
七
合
と
な
つ
て
ゐ
る
：の
で
.ぁ
.る
。
土
述
の
點
を
簡
單
に
表
示
す
る
と
次
ぎ
の
如
く
に
な
る
。

合 杉 新 同 天

領計 山 見

.

天
明
八
年
以
前
•

.3
E

十
七
石
ニ
斗
ニ
升
六
合

百
九
十
汩

五
十
八
石
八
斗
一
升
5.
ロ 

3E

十
八
石
八
斗一

升
三
合

.

.

天
.明
八
年
以
後
.'
;

.

.•a
E

十
七
右1

1

斗
ニ
升
六
合 

C

天
領
：>
ニ
十」

一
石
九
斗
五
升
五
合 

(

新
見〕

百
六
：十
七
石
四
升
五
合 

五
寸
八
石
八
斗
ー
升
三
合 

五
十
八
石
八
斗
.

一

升
三
合

藤
‘

末

~

(

前
橋
領
：> 

芄
十
七
石
ニ
斗
ニ
升
六
合 

へ
前
撟
領} 

二
十
ニ
石
九
斗
五
升
五
合
. 

酉
六
十
七
石
四
升
丑
合 

五
十
九
石
一
斗
八
合
.

.

五
十
八
石
八
斗
一
升
三
合 

(

上

田

)

’
十
三
石
弃
斗
.

：

.

.
三

百

七

十

八

石

六

斗

四

升

七

合

.か

く1

村
が
分
鄕
さ
れ
て
ゐ
る
肩
合
.に
は
.假
令
保
泉
村
と
記
し
.
て
ぁ
つ
.
ても

"
'

保
泉
村
全
體
を
意
味
し
な
い
場
合
が
ぁ
る
。
例
へ
ば
右 

の
代
官
所
.の
.持
分
に
關
す
る
部
分
の
屆
出
を
見
る
と
、「

當
御
代
宫
所
之
御
分
ハ
無
民
家n

该
座
猴
故
、
家
數
人
數
等
無
御
座
：

§
」

と
記 

し
て
ゐ
る
0
_
そ
れ
に
依
，つ
て̂

衆
#

を
^

斷
す
る
と
連
だ
し
い
誤
り
を
生
ず
るo
 

.

か
く
文
書
調
廣
の
上
.
の
不
便
は
兎
に
角
と
し
て
*

1.

村
が
政
治
上
い
く
つ
に
も
分
裂
し
て
ゐ
'る
；

J

と
は
、
多
ぐ
の
點
に
ぉ
ぃ
て

水

便

で
.
あ
り
、
.叉
内
部
的
對
立
を
來
た
す
こ
と
に
な
る
9

-L

か
し
か
ぅ
し
た
人
爲
的
分
裂
作
用
が
ど
の
程
度
ま
で一 .

村
の
經
濟
的
協
力
を
破 

.瓌
七
、
村
^
:
に
分
派
を
作
ら
し
め
•た

が

ば

明

瞭

：で

は
^

い
。
：
前
揭
の
保
泉
村
わ
例
に
.
し
て
も
、.
同
じ
村
內
に
天
領
が
一一

耠
忙
分
か
れ
、

新
見
氏
_

の
知
行
所
4

ニ
耠
に
分
か
れ
て
.

ゐ
る
0

.

必
れ
ぞ
れ
合
同
し
て
一
つ
に
1

た
ら
都
合
が
ょ
い
や
ぅ
に
思
は
れ
る
が
、
記
錄
に
作
讣

ば
天
領
•の
一
部
と
新
見
分
の
一
部
と
.が
同
一
名
■主
の
下
に
置
か
れ
、
他
の
天
領
，、
新
見
分
そ
の
他
と
全
ぐ
別
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
.
她

何
な
る
事
情
に
截
づ
く
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
天
朋
八
年
分
■裂
以
前
の
事
情
か
ら
來
た
も
の
で
あ
ら
ぅo
そ
こ
に
同
一
村
內

に
何
-̂

か
錄
立
的
な
も
の
が
あ
る
や
ぅ
に
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
。

■ 

- 

'

以
上
述
べ
て
來
た
ご
上
を
要
約
す
る
と
德
川
時
代
の
農
村
のJ

つ
の
傾
向
で
あ
る
細
分
化
叉
は
孤
立
化
を
生
ず
る
原
因
に
は(
一
ン
自

然
的
地
勢
、(

ニ〕

經
濟
的
自
給
自
足
、
.

(

三
.
}新
田
の
分
裂
.
.

(

四)

釆
地
の
分
裂
等
が
擧
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
就
中(

一

び

(
一
一)

は
そ
の
根
本
的
な
も
の
と
見
て
ょ
く
*
そ
れ
が
た
め
に
わ
が
國
の
農
村
的
性
格
が
一
層
鄕
黨
的
分
立
性
を
强
め
た
と
い
ふ
こ
と
が
出
來 

ょ

ぅ
o

.

四

.

.
農
射
の
細
分
化
し
て
ゆ
く
傾
向
と
全
く
反
對
の
合
同
化
の
傾
向
が
同
時
に
作
用
し
て
ゐ
る
と
と
は
農
村
の
變
化
を
頗
る
複
雜
化
し
て 

來
る
。
合
同
化
の
傾
向
が
ど
ぅ
し
て
起
0

た
か
0

わ
が
國
の
水
田
耕
作
は
{

方
細
分
化
の
傾
向
に
も
有
利
で
あ
っ
た
ら
ぅ
が
.
そ
こ
忙 

水
と
：い
ふ
重
要
な
要
素
の
た
め
に
、•
•數
ヶ
村
の
協
同
作
業
を
必
要
と
し
て
来
る
。

I 

• 

• 

.

わ
が
國
の
農
作
が
天
水
に
の4

依
存
す
る
こ
と
は
單
に
旱
天
に
危
險
で
あ
-る
ば
か
り
で
な
く
、
實
際
の
農
耕
を
不
可
能
な
ら
し
む
る 

場
合
が
.多
い
。「

天
水
場

I

と
い
ふ
言
葉
が
.屢

A/

貢
租
の
減
免
を
嘆
願
す
る
場
合
に
^ .

用
さ
れ

る
と
と
に
依
つ
て
も
解
る
。
從
つ
て
也
や 

河
川
の
利
用
を
必
要
と
し
、
そ
れ
ら
の
天
然
の
利
用
の
な
い
と
こ
ろ
で
.は
貯
水
池
を
設
け
る
必
要
が
あ

る
,0

そ
れ
で
も
雨
量
：の
乏
し 

.

.
德
川
時
代
村
落
硏
究
售 

.

.、
八

 

一

P

四一

さ

、
：



,

德
川
.

時

代

村.^
讲

究

序

說
 

八一

一

(
1

四

t
l

o
)
、

つ
た
竿
に
は
い
つ
も
水
爭
ひ
を
各
村
落
間
に
惹
起
す
る
狀
態
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
こ
れ
ら
の
用
水
路
に
つ
い
て
當
然
各
村
間
に
交
渉
を 

生
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

. 

.

.

.

. 

，
.
- 

,

■

さ
ら
.

に
雨
季
河
川
の
氾
濫
す
る
こ
と
が
頗
る
频
繁
な
わ
が
國
の
自
然
的
狀
態
は
こ
れ
に
對
す
る
方
策
を
必
要
と
し
、
自
然
そ
こ
に
各

村
|1
1
-
|の
協
同
作
業
を
坐
ぜ
ざ
る
を
;#

な
か
つ
た
0
.
洪
水
に
つ
い
て
の
對
策
が
時
に
前
述
し
た
や
う
な
各
村
の
利
己
的
精
神
の
た
め
に
、

利
齊
が一

致
せ
ず
、
互
に
相
爭
ふ
や
う
セ
.̂

熊
を
生
む
匕
と
も
あ
つ
た
が
、
例
へ
ば
對
岸
.の
村
落
に
害
を
與
へ
る
ほ
ど
堤
を
高
く
し
た

り
、
■下
流
の
.村
落
の
堤
を
究
き
崩
し
た
り
し
て
自
村
の
み
洪
水
を
免
れ
ん
と
し
、
醜
い
爭
ひ
を
な
す
こ
と
も
あ
つ
た
。
し
'か
し
部
年
起

る
災
害
に
對
し
自
ら
協
同
防
衛
を
構
成
す
る
や
う
に
な
り
.

岐
単
の「

輪
中
L

の
や
う

t

特
別
な
組
織
も
出
來
た
の
で
あ
る
6

配
水
に
關
す
る
村
々
の
合
同
の
實
例
は
領
る
.多
い
が
、

一
例
と
し
て
館
林
領
內
の
渡
良
瀨
川
、
利
极
川
を
利
用
す
る
配
水
組
合
村
々

を
擧
げ
る
と
、
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。 

.

(
一

)

新
田
掘
待
服
組
合
•

强
戶
、
長
手
、
鶴
坐
田
、
上
鳥
山
•.中
鳥
山
、
下
鳥
山
，
太
田
、
大
島
*
今
井
、
上
勝
田
、荒
井
、
新
島
、杓
ヶ
島
. 

0

.
飯
田
•
下
演
田
、
只
上
、
丸
山
'
矢
田
堀
.、
今
康
•
金
井
、
西
矢
島
、
安
莨
岡
、
.長
岡
、
.犬
鷲•

成
塚
、
寺
丼
、
脇
^

小
金
井
、村
田
、

.

市
ノ
井
、
沖
之
村
、
新
井
©
、
山
提
、
別
所
、
西
ノ
符
、
上
田
島
•
下
田
島
•
中
极
、
廳
ヶ
谷
戸
、
藤
阿
久
、
細
格
、
米
澤
、
四
十
三
ヶ
村
、
高 

三
茁
ニ
千
^
ゎ
五
十
七
石
五
斗
一
升
四
合
六
勺
五
才
。

„

(
1

D

五
ヶ
村
励
組
合
矢
田
堀
、
今
泉
、
金
井
、
安
良
_

、
長
岡
、
篇
三
千
三
百
八
十
三
石
三
斗
八
合
ニ
勺
。

(

三)

太
田
樋
組
合
、
强
戶
，
鶴
生
田
、
長
手
•

大
島
、
今
井
、
新
島
.

太
抓
、
上
濱
田
、
荒
井
、
下
濱
田
、
飯
田
、
西
矢
島
上
鳥
山
、
中 

鳥
山
,
下

鳥

.十
五
ケ
村
-

高
.

九
千
四
西
九
十
八
石
六
屮
ニ
升
三
合
。
■

へ四
：？

今
^

堪
組
合
•

4
井
、
下
-1

山
，‘
大
島
/

藤
柯
久
*
.四
ヶ
村
、
高
三
千
四
百
八
.十ー一.ー
石
五
斗1
升

八

合

？

C

五
、

源
三
郞
堰
水
内
組
合
パ
新
鳥
ゝ
太
田
ゝ
高
千
ー
ー
哲
四
十
み
石
三
呌
ニ
升
叫
合
。

.
,

S
.
太
田
'四
ヶ
村
堰
組
合
、
玉
■濱
田
.

飯
田
、
荒
并•

•

西
.矢
島
*

高
ニ
千
五
百
卅
九
石
ニ
斗
六
升
一
.合
。

c
b
.
.治
1{
川
聪
紕
合
、
高
林
、
牛
澤
、
.當
滞
、
福
澤
、
高
ニ
千
五
百
四
十
五
石
九
斗
。 

-
.

C

八〕

矢
場
.堰
水
門
組
合
、
只
上
，
吉
澤
、
矢
部
、.
.三
.
ッ
堀
、
丸
山
、
長
岡
、
R

ヶ
島
*

矢
田
堀
、
市
場
、
今
衆
、
三
金
井
、
消
林
、
當
出
、 

植
木
姆
.

上
小
林
.

臺
之
鄉
.、
茂
木
、
石
願
、
下
小
林
.

龍
說
フ
八
前
笠
、
石
打
*

新
當
鄕*

成
島
*

大
新
田
、
此
大
島
ハ
西1

新
田
、
•西
岡
、

. 

野
礙
、
木
崎
、
大
輪
、.
瀬
戸
丼
、
•舞
木
、
坂
田
：、
篠
塚
.

大
町
、
里
矢
場
.1

本
矢
場
、
新
宿
、‘
藤
本
、！
沖
之
鄉
、
離
、
細
ハ
介
•

大

荷

場

、
，
犬

仙

、 

闪

藏

新

出’，
数

称•
四
ッ
ハ
介
，
矢
島
、
萱
膝
、■
上
中
森
''

新
福
寺
、
吉
田
、
寄
木
戶
、
來
矢
島
、
漉
川
、
中i

f

日
，问
、
木
戸
、
高
极
、傍
示
塚
，
 

•田
ハ
介•

漪
附
-*

江
-m

、
斗
合
田
.、
$

卯
*

江
ロ
、
梅
原
、
川
保
、
入
ヶ
谷
、
鍋
谷
•

下
中
森
、
福
島
"

下
小
泉
、
古
永
、
飯
塚
、
上
苹
川
田
、
 

下
！：

十
川
田
*

足
次
*

岡
脲
、.
土
橋
、
當
鄕
、
大
佐
貫
、
中
谷
*

新
里
、
田
.̂

上I

一
一
林•
下
三
鉢
*

赤
堀
、
狸
塚
、
須
加
、
上
五
箇
、赤
岩
、
上
小 

泉
、
別
所
•

小
舞
木
•

九
十
六
ヶ
村
、
高
七
蕖
四
千
ニ
百
^

石
H

斗
--
*
升
，ニ
合
五
勺
。

(

九〕

柳
澤
娘
組
合
、
矢
田
姻
、.
三
金
井
、
若
林
、
上
小
林
、
下
小
牀
丨
茂
木
、■
今
康
、
矢
部
，
富
田
、
臺
之
鄕
，
石
原
、
龍
舞
、
杓
ヶ
鳥
、

長
岡
，
小
舞
木
*

飯
塚
、
策
矢
島
、
別
所
、
古
氷
、
戴
灰
戶
"

坂
田
、

/
 
ニ
十
一
ヶ
村
、
高一 .

蒗
千
五
百
七
十
五
石
七
斗
七
升
九
合
三
勺
。
上
小 

泉
、
上
五
簡
、
鍋
谷
、
下
小
衆
•

上
中
森
、
福
島
•

吉
田
、
下
中
森
、
新
輻
寺
、
舞
木
，
赤
岩
、
獺
戶
弗
、•
大
輪
、
+萱1

T

木
崎
、
野
邊
，
/
十 

六
ヶ
村
•

高
一
萬
三
千
七
；白
三
十
三
石
九
斗
ニ
升
八
合
八
勺
。
ニ
ロ
/

三
：十
七
ヶ
村
"

(

一
〇)

.
內
ヶ
島
洗
揠
擷
水
糊
組
合
-'
.上
小
衆
、
下
小
康
、
吉
田
、.
'新
福
寺
、
舞
木
、
赤
岩
、
木
崎
、
鍋
谷
、
瀨
戶
井
、
福
島
、
上
五
^;
上 

中
森
、
條
塚
、
野
邊
、
萱
野
‘

大
輪
、
下
中
栽
、
十
七
ヶ
村
，
高
一
.
萬
五
千
四
百
八
十
ニ
石1

一
斗
八
升
五
合
。

(
一

一)

觀
音
堰
寬
組
合
，
小
舞
木
、
飯
塚
、
東
矢
島
，、
別
所
、
古
水
、
寄
木
戶
、
坂
田
、
七
ヶ
村
•

高
一
一

一

千

六0
九
十
ニ
石
三
守
。

德
川
時
代
.村
落
•硏
究
浮
說
.
• 

八
三
.

a

四

ニ
-



德
川
時
代
村
落.硏
究
.序
說
. 

，
八

四

， C
1

四
5

1)

.
a

ニ

茂
木
簏
所
根
組
合
、
.茂
木
'
石
原
、
小
林
、.龍
舞
、.'

-

四
，
ヶ

村

、
高

千

五

0

十
ー
石
ー.斗

ニ

升

ニ

合

九

勺

。
.

.

、
；a

1
I

D
.

,

藤
川
大
堰
組
合
.
藤
川r

 

.中
野
、
- 0

向
、
木
戸
、
高
根
、
傍
示
塚
、
上
早
川
田
、
下
早
川
田
，
足
次
、
岡野

*-

成
島
、
新
當
鄕
、
±

,

橋
、
大
新
田
.、.
北
大
島
、.
西
岡
新
田
、
田
谷
、
四
.ッ
谷
、

羽

附

、
：
籾

.ハ
分•
.内
蔵
新
田
，.
犬
.曲
，：大
荷
場
‘

細
谷
、
離
、
西
岡
、.
除
川
、Z

I
1

十
七
. 

.
ヶ
村
ゾ
高
ニ
萬
六
千
.四
百
四
十
七
石
九
斗
九
升
七
气(

北
方
^

狸
塚
、
赤
堀
、
上
.

u

冧
* 

.矢
島
、
入
ヶ
谷
、
揭
加
、
川
俟
、
大
佐
質
*

中
•谷
*
新 

M

、
江
ロ
、
梅
原
、'
下
.

1

_

.田
島
.

江
黑
、.
斗
合
田
、：$

许
、
/

十
七
ヶ
#.
,'
»

高
九
千
七
百
1
_
1ナ
ー.ー
一
石
八
斗
五
升
七
合
七
勺
0

紐
合
高
S

 

, 

.
六

千

西

七

十

一

石

八

斗

四

升

五

合

ニ

勺

.0
• 

:

: 

• 

. 

.

.
r

. 

•

a

四)

_日
向
洗
揠
惡
水
樋
組
合
、

--
0

向
、
高
根
、
木
戶
、
.傍
示
塚
、
上
早
川
田
ノ
下
早
川
田
、
、
西
岡
％
田
、
足
次
、
麗

、
新
當
鄕
、
土
橋
、

大
新
田
、
北
大
鳥•
田

谷

、
.四

ッ

谷

•

羽
附
*

內
藏
新
田
、
大
曲
、
.
大
荷
場
、
細
谷*
離
、
西
岡
、
除川

、
バ
ニ
十
四
ヶ村
、
高
ニ
菡
千
七
苗
五 

十
二
石
七
斗
三
升
五
合
五
句
。

- 

:

.

ノ 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
二

五)

足
次
趟
組
合-
高
根
、
足
次
、.岡
野
、
當
鄕
、
土
橋
*

新
當
鄉•

羽
附
*

大
新
田
，
牝
犬
島
、

•

西
岡
新
田
、
西
岡
、
甶
谷
、
細
ハ
分
、

四
ッ
ハ
介
*

内
赌
新
田
.、
叙
符
、
大
曲
*

大
荷
場
•

離
、
十
九
ヶ
村
、
高一

萬
八
千
八
百
二
十
九
石
七
升
六
合
ニ
勺
。

a

六)

木
戸
旭
.龃
合-
高
极
、
木
戸
、
傍
示
塚
*
上
早
.川
田
、
下
早
川
田
、
足
次
、
岡
野
、
新
當
鄕
、
四

^

，

土
橋
、
當
鄕
、
大
新
田
、
北 

大

島

離

，
西
岡
、
西
岡
新
田
.
四
#

-
羽
附
-
数
谷
*
內
藏
新
田
*
細
ハ
介
、
大
曲
、
大
荷
場
、
广
ニ
十
三
ヶ
村
、
高

二

擧

三

十

p

石
八
斗
五 

升
七
合
六
勺
。

(

一
七)

，
木
戶
熥
用
水
組
合
、
木
戸
、
傍
示
塚
、
上
早
川
田
、
下
早
川
田
、x

四
ヶ
村
、
高
ニ
千
ニ
百
五
十
碧
五
斗
八
升
一
合
。

(

1
A*)

狸
塚
水
叫
組
合
、
P

塚
' 

成
島
' 

赤
堀
、
上
三
鉢
、'
下
三
林
、'
.ス
々
谷
、
矢
島
•

須
加
、
川
俣
、
大
佐
貧
、
中
谷
、
.田
島
.
江
黑

、.

斗
合
田
*

千
律
井
.
江
ロ
、
梅
原
、
親
里
、
十
<

ヶ
村
.

高

九

千

凡

百

芄

十

.七

石

五

斗

五

升

一
合
八
勺
し
■

.

(

I
'
A
V
.
.矢
島
筧
ド
扭
合
、•
矢
島
.

人
ケ
.谷
:.
.
'須
加
.、
.川

侯

、
大

佐

貧

、
：：
屮
ハ
合

.
!■

田

島.
-江
黑
、
斗
合
田
*

千

津

并*
江
a
、
梅
原
、
新
里
、

.

(

ニ
〇
> 

南
大
鳥
水
門
亂
合
ヽ
南
大
島
い
堀
エ
ノ
靑
‘

ァ
田
島
’

新
敗
ク
中
‘谷
ノ
六
ケ
村
飞
高
三
キ
五
百
九
十
ー
右
^

斗
..
0

■•
:

‘へ
ニ1

)

丨:

南
大
島
へ
^

K

C

丨
上
三
林
»

下
三
林
、
赤
堀
、，.
野
邊
、
沐
崎
，
萱
姆
、
土
^

中
.森
'

大
輸
#-

高
ニ
百
石
人
：|
、
川
俣(

新
田
高 

入
：

r

矢
島
、
入
ケ
ハ
介
、\

十
ニ
ケ
村
•

高
七
千
三
百
宄
十
四
石
一
斗
四
升
，ニ
合
。

.

.
ニ
ー
ニ)

.

近
藤
棚
紐
合
、
上n

一
林•

下
三
林
、
入
ケ
谷
、
矢
島
、
須
抓
，
川
俣
*
.锻
原
*

江
ロ
、•
千
津
井
，
.斗
合
田
"

江
黑
、
田
•島
"

新
里
、
 

中
释
、
大
佐
貢
、
十
五
ケ
村
,*

髙
八
千
芄
百
七
十
八
石
ニ
斗
.
升
3£.
-

合
。

(

二
三〕

高
島
洗
植
組
合
、
高
島
ノ
島
、
大
久
.保
、.
海
老
锻
，
下
五
簡
，
.五
ケ
村
、
高
芄
1*
1
百
六
十
九
石
五
斗
一
升
八

盒
H

 

a

一
四〕

板
食
八
間
靈
合
•

板
倉
、
耑
田
1

大
久
保
、
，％

高
島•

下
五
筒
•

海
老
瀬
_ 

/
七
ケ
村
•

高
六
千
九
百
四
十
石
九
斗
七
合
三
勺
。
、
 

ニ一

五
：

> 

下
五
箇
十
.三
'間
挪
榮
組
合
•

大
久
保
.

島
、
高
島•

下
五
箇
.、
/*
*

四
方
村
、
-5
1
.千
八
百
一
一
石
五
斗
七
升
八
合
三
勺
。

2

.
六〕

離
村
惡
水
_

組
合
-

離
、
細
杯
、
大
荷
場
、
犬
曲
、
除
川
、
■西
岡
新
田
、
西
岡
.

北
大
島
'

下
早
川
田
、
大
新
田
、
土
橋
_
•常
鄕
、

新
當
鄕
、
内
藏
新
田
、
籾
格
、
四
ッ
ハ
介
、
田
格
、
羽
附
、
海
老
瀬
、
パ
十
九
ケ
村
丨
高
ニ
萬
ニ
千
五
十
九
石
六
斗
三
升
。

'
.
0
,
1

七
.
.
.市
場
瑕
紙
合
高
松
，
' 
小
曾
极
、
漪
莉
*

縣

、
下

濉

垂

：
：白

頭

»

上
盤
垂
、
鹽
島
*

中
里
、
朝
倉
•
.田
中
•
八
■幡
• v

十
f

v
村
、

高
八
千
三
}

s

七
十
八
石
六
斗
四
升
六
合
，
ハ
堰
場
入
用
割
古
高
用
ル
、i

千
七
百
石〕

。.

_
 

• 

•

(

二
八)

久
保
3

塊
組
合
'

久
保
出
.
姆
田
ハ
日
_询
、
荒
获
、
バ
四
ケ
村
.
高
ニ
千
三
妲
八
十
石
一

.ー:4
六
升

<̂合 

0

1
九)

al
i

川
一
脲
双
«1

合
'.
»

蒲
舞
、
沖
之
鄕• 

.ニ
ケ
村
、.
高
千
九
百
卅
ニ
耵
八
斗
六
升
ニ
合
ニ
勺
。

.

，

(

三
9

石
打
堰
組
合
、
石
打
、
中1

T

 

,

ニ
ケ
村
、
.高
ニ
千
六
西
因
十
七
石
四
斗
八
升I

合
。

.

(

三
一〕

.
鳥
田
塊
組
合
，.鳥
田
.、
秋
妻
r

藤
本
；
荒
金
、\

四
ケ
村
、
.高
一
一
千
七
百
八
石
六
斗

一

一
升
七
合
。

:
•

(

三

ニ〕

借

家̂

組

合

、.借
家
、
湖
込
ご
ー
.ケ
#

*

^
千

五

士

ハ1

ー
斗
ニ
升
六
合

？

'

.
:
^
 ̂

r

德
川
時
代
村
落
研
究
.序
說
.

.-
'

八

五

2

拽
二
，
/



德
”
時
代
村
落
硏
究
序
說 

.

，

■

八
六
_ 

C
1

四
ニ
四)

以
上
の
諸
組
合
の
示
す
や
う
に
大
な
る
は
數
十
箇
村
か
：

d： v

な
る
大
圑
體
か
ら
、小
な
る
は
僅
か
ニ
箇
村
の
協
同
に
過
ぎ
ぬ
も

の

ま

で

、.

大
小
樣
e

で
あ
る
が
、
大
多
數
の
村
落
は
幾
つ
か
•の
組
合
に
加
入
し
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
組
合
が
ど
の
程
度
ま
で
聯
絡
を
も
つ
て
ゐ
た

か
明
か
で
な
く
、
単
に
堰
な
り
樋
な
り
の
修
覆
の
費
用
を
協
同
し
て
負
擔
す
る
上
い
ふ
だ
け
!?
、
そ
れ
以
上
の
强
い
結
合
力
を
も
た
な

か
つ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
1

れ
で
も
な
ほ
そ
れ
ら
相
互
間
に
協
同
的
觀
念
を
坐
ぜ
し
め
た
と
と
は
か
定
出
來
氬
V

で
あ
ら
う
。

か
う
し
た
農
耕
關
係
か
ら
生
じ
た
合
同
化
の
.
傾

向

以

外

に

.、

當

時

の

制

度

如

ら

こ

の

傾

向

を

强

め

る

原

因

を

發

見

す
る
と
^j

が
出
卞

る
。
そ
の
主
た
る
も
の
を
擧
げ
.れ
.ば
、
(1
)

助
鄕
制
度
*

(2
)

貢
租
徵
集
、
(3
)

觸
聱
の
傅
達
、
(4
)

そ
の
他
の
政
治
的
事
項
、(

例
へ
ば
宗
門
改 

.め
の
如
き〕

等
が
あ
る
。

.
 

,

こ
れ
ら
統
治
上
及
び
交
通
上
必
要
な
諸
制
度
は
農
村
の
孤
，立
性
を
打
;̂

す
る

,̂
と
に
役
立
つ
た
。
助
鄕
の
た
め
に
人
馬
を
徵
集
さ
れ 

れ
ば
、
彼
等
は
近
隣
の
宿
驛
ま
で
出
張
す
る
，こ
と
に
な
り
、
又
助
鄕
人
馬
の
割
宛
て
に
關
し
て
、
彼
等
は
常
に
近
隣
の
村
落
と
比
較
し 

て
、
艮
己
に
不
利
な
ら
ざ
る
言

に

心
が
け
て
ゐ
た
し
、
又
助
鄕
村A

Z
が

合

同

し

て

宿

驛

の

問

屋

場

に

當

る

必

要

.も

あ
つ
た
0.
そ
れ
ら 

の
村
タ
は
同
ー
-
利
巒
に
依
つ
て
結
合
す
る
と
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
-

貢
和
の
徵
集
に
つ
い
て
も
同
檬
な
こ
と
が
い
へ
る
が
、
貢
租
を
領
主
の
鄕
蔵
に
納
人
す
る
場
合
に
し
て
も
-

一
村
每
に
鄕
蔵
の
1
T-
す 

る
こ
と
は
殆
ど
な
く
.
そ
の
地
方
の
嘸
散
地
で
あ
る
村
落
へ
の
往
來
ダ
起
り
、
又
小
身
の
旗
本
の
知
所
の
如
き
こ
れ
を
金
錢
を
以
つ
て

•納
人
す
る
場
合
:.
^

は
滴
人
と
の
交
涉
も
顧
り
、
時
に
は
在
'-
1

又
甘
名
主
自
身
が
毂
屋
-1

營
む
者
さ
へ
生
ず
る
。
そ
し
て
農
村
の
經
濟
を 

启
铪
自
！̂
的
.
^
.も

の

か

ら

•
.
貨

幣

經

濟

的

な

も

の

へ

と

變

更

さ

せ

る

t

と
f
c
f
eる

。

、
 

V

^

に
街
道.
故
4.

當
る
諸
村
に
あ
つ.
て
ば
、
漸
次
に
人
馬
の
货
來
が
列
ハ
し
く
な
り
，
村
落
の
.形
態
•が
次
第
に̂
:

道
側
に
移
動
發
展
し
て 

ゆ
く
闸
向
が
顯
f

な
る
。
‘
か
ぅ
し
た
顯
響
を
最
も
强
く
褎
け
た
4
<
街
道
又
ゆ
大
都
市
附
近
の
村
落
は
次
第
i

村
的
性
f

離
脫
し 

て
、
都
‘市
的
傾
向
が强
め
ら
れ
、
質
屋
、
穀
屋
、
酒
屋
、
荒
物
屋
、
風
呂
屋
.
髮
結
等
の
-i
t

業
が
獨
立
の
酿
寶
と
し
て
營
ま
れ
' 

自
給 

自
足
の
原
則
を
喪
失
す
る
や
ぅ
に
な
つ
た
。
そ
れ
ら
は
村
落
の
，
容
的
凝
化
に
屬
す
る
問
題
で
あ
る
。

か
'
◊
鍪
的
な
必
要
か
ら
礼
落
が
合
同
し
、
連
絡
を
つ
け
て
f

方
が
便
利
で
あ
つ
た
か
ら
、
t

に
I

組
の
重
を
見
た
。
庄 

屋
の
上
に
大
璧
が
生
じ
、
5

Q

村
f

 
I

す
f

 Q

も
f

叉
地
方k

依
つ
て
名
稱
を
異
に
す
衾
、

一s

s

f

通
り 

と
か
、
雲
と
-
^
、
•霞
と
か
呼
ぶ
地
方
も
あ
る
。
同
霞
中
な
ど
と
：
.い
ふ
言
葉
は
關
衆
地
方
の
文
書
中
に
屢
之
發
見
す
る
が
そ
れ
が
如
何

な
る
組
織
を
も
つ
て
ゐ
た
か
は
明
白
で
は
な
い
。

'

.
 

,

又
統
治
す
る
方
か
ら
い
？

も
、
あ
る
程
度Q

組
I

成
せ
し
め
、
そ
の
組Q

代
奮
に
政
治
？
責
任
f

た
せ
る
方
が
便
利
で
あ 

る
。
藉
府
が
何
時
頃
か
ら
村
ミ
に
組
合
を
結
成
せ
し
め
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
幕
來
に
近
づ
く
.に
つ
れ
て
組
合
村
の
規
定
力
f

繁
に
現 

は
1

て
來
る
。
次
ぎ
に
私
藏
の
文
#*
中
組
合
村
に
關
す
る
法
令
の
年
'代
を
擧
げ
て
見
る
と
、
.■文
政
十
年
、
文
政
十
一
年
、
天
保
九
平
、 

S

十

舉

天

保

十

四

年

、
弘
化
ニ
年
、
嘉
永
七
年
、
文
久
三
年
、
霞
四
年
等
が
あ
る
が
、
そ
の
以
前
に
は
見
ぇ
な
い
。
し
か
し 

そ
の
最
も
古
い
文
政
十
年Q

分
I

書
を
見
る
と
、「

今
般
改
而
組
合
村
相
定
候
上
ハ」

と
か
、「

私
共
す
組
合
之
義〗

先
規
I

事
取 

締
致
來」

(

三
輪
赚
山
村〕

と
か
記
し
て
ゐ
る
き
ろ
を
見
る
と
文
政
十
.s

f

も
組
合
村
の
規
定
は
I

の
か
も
知
れ
な
い
。
少
な

く
と
も
非
公
式
に
組
合
を
形
成
し
て
ゐ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

、

：

.

-

.

恥
究
序
睇 

/

.

八

七

O

S

S)
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<

 

(
！
-

四
二
六)

:

今
兎y

c
文
政
十
年
以
後
の
組
合
組
纖
'の
.狀
態
を
見
る
ど
ぶ
組
合
大
小
髙
之
增
減(

に〕

險(

S

三
ケ
村
五
六
ケ
村
組
合」

と
し
、各

當
番
村
を
素
る
。
そ
し
.て
•

「

最
寄
都
合
8

引
合
.、
凡
匹
五
拾
枕
組
合
一
I 

f

可
書
出」

と
命
じ
た
。
今
武
州
多
摩
郡
青
梅
町
を
中
心

と
す
る
も
の
を
例
と
す
れ
ば
、
次
ぎ
の
如
く
で
ぁ
る
”*

印
は
文
政
十
こ
年
.

の
當
番
村
で
ぁ
る
。

.

• 

-

:

.
武
州
多
i

•高
四
百
四
石
七
斗
豐
升
貳
合
外
.-棄
印
高
戴
拾
五
石 

高
百
八
拾
四
石
四
斗
三
.升

四

合

外

-一
御
朱
印
高
碧 

高
百
甙
拾
八
布
甙
斗
五
升
八
合
.

外『 I
御
朱
印
高
三
石 

高
三
百
九
右
七
斗
六
升
.■
■

高
四
百
九
拾
六
石
九
斗
三
升
六
合
外
-

1.

御
朱
印
高
三
石

高
五
拾
四
布
五
斗
®
升
九
合
外
二
御
朱
印
高
贰
啟
三
石

.高
百
威
右
賫
斗
壹
升
七
合
外
ム
御
朱
印
高
拾
三
石
■

高
貳
百
七
拾
四
石
六
，斗
七
升
•五

合
•
外
=
御
朱
印
高
.贰
石

■
髙

百

七

拾

七

在

甙

斗

七

.
升

七

合

 

'外
ュ
御
朱
印
高
拾
石
. 

高
百
四
拾
.石
四
斗
七
升
八
合
外
_■*
御
朱
印
高
三
石 

高
1
1
1百
拾
.贰
石
1

斗
八
升
四
.合

，青
.•

梅 

:

.西

分
 

‘，*
乘

願

寺
 

*

上

師

岡
 

下

師

岡
 

根

ぃ

ヶ
布 

0

船 

*

野

上
 

黑

-

澤

吹

上

 

* 
大

.

H
 

.

田
' 

.

村村村村
新
田
共 

村
.
村

.

村村」村

- 

村

高
四
拾
八
石
貳
斗
五
升
壹
合
：
外

-一
御
朱
印
高
三
右
.

高
九
拾
八
石
壹
斗
六
升
兰
合
.

•••：
:'
■
'
,•.
'
.■
:

■
.高
三
百
四
拾
九
石
八
斗
驚
升
六
合
六
夂
戴
.才

外

」

一
御
免
印
高
拾
石 

高
七
.百
七
拾
.三
右
三
：升
壹
合

外
 

一
一̂
朱

印

高

拾

石

.

.
、

.

.

ぐ 

.
，.高
三
百
贰
拾
翬
石
六
升
三
合
ノ
外
—御
朱
印
高
拾
汩
-

高
四
百
贰
拾
四
石W

升

六

合

.
外
二
御
朱
印
高
三
石
.

■;
■ 

•

、

高
五
百
四
拾
六
石
五
升
四
合
：
外

『

一■御
朱
印
高
三
石
■ 
/
•■

,
‘髙
百
三
拾
右
三
斗
六
合
外

.
-一
御
朱
印
高
五
‘石
'

高
百
四
拾
六
石
五
斗
七
升
三
合
，外」

ー
御
朱
印
高
.五
石
八
:4
.•
■

高

百

八

拾

七

.右

八

斗

四

升

•

,
* 

%

_

髙
百
三
拾
八
石
七
斗
，四

升

六

合

外

^
御
朱
印
高一:

ー
宕
贰
斗

I 

*
1

高
百
拾
甙
石
三
斗
甙
升
九
合
.
.
：
.
て

'--
/
へ
• 

.

.

.高
百
四
拾
贰
石
九
斗
穴
升
；
外

【

ー
御
朱
印
高
メ
?
,
;

■.
■
■高
百
四
.拾

貳

葙

四

斗

贰

升
.
.外

.二
棄
印
高
五
右
■

,

高
百
六
右
八
斗
貳
升
四
合
.
：
し

.
：
：

, ' 

.德

川

時

代

村

落

硏

宪

序

說



.德

. ^
^ .
■

■

■■
^

.

.

村
.

落
研
究
.

序
.

說

It
i

o

.

、
一
四 

二
し
ノ

!

高
四
首
六
拾
六
石
四
斗
貳
升
四
合
外
二
御
朱
印
高
拾
め
石 

•、
 

,
 

ニ

又

1

村

*

■
高
四
百
八
朽
七
斗
三
合
.外

.-
-
.
御

朱

印

高

十

三

石

 

.■
下

付

.三

分

髙
甙
百
拾
三
右
贰
斗
三
升
五
合
外
-
-御
朱
印
、高
贰
拾
碧 

*
柚

k

村
.

髙四百五石贰斗八升六八ロ外-
一御朱印高拾石ゾ

 

.

澤
井
村
上
•
下

高

百

三

希

六

石

四

斗

寳

升

，豐

合

的

御

朱

印

高

三

拾

石

 

御

K

村

'

■ 

» 

-
.

合
高
七
千
九
百
五
拾
四
石
或
斗
四
升
壹
合
六
夕
戴
才 

靑
梅
町
外
三
拾
ヶ
村 

r

組
合
の
組
合
せ
は
同
文
書
に
依
っ
て
推
測
は
出
來
る
が
、
不
分
明
で
あ
る
の
で
省
略
し
た
が
、
•
七
組
に
分
.か
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
明
か 

で
あ
る
。

幕
府
が
こQ

組
合
を
構
成
せ
し
め
た
理
由
は3

政
治5

取
締
で
あ
？

、
浮
浪
の
'徒
を
嚴
重
に
.取
締
ら
ん
が
た
めp

あ
っ
た
が
、
後 

に
は
(2
)

風
俗
取
細(

例
へ
ば
博
奕
禁
止
、
奢
侈
抑
■

等)

、
(3
)

經
濟
的
統
制(

物
價
引
卞
-
賃
銀
公
定
.

〕

等
あ
ら
ゅ
る
部
面
に
.及
ん
.で
ゐ
る
0 

こ
の
組
合
村
の
擀
成
は
確
か
に
統
治
上
便
宜
で
あ
り
、
責
任
の
所
粗
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
即
ち
1
寄
場
親
村」

と
稱
す
る 

村
を
以
っ
て
政
府
に
對
す
る
直
接
の
聯
絡
者
と
し
、
他
の
大
小
の
諸
村
を
こ
れ
に
歸
屬
せ
し
め
た
の
で
あ
る
？
こ
の
制
度
は
關
取
地
方 

に
お
い
て
は
天
領
私
領
の
區
別
な
く
一 

圓
に
行
な
は
れ
た
や
ぅ
.で
.あ
る
が
、
そ
の
他
の
也
方
に
っ
い
て
は
、.
遠
江
國
擦
原
郡
高
嶋
^
 

，の

資

料

を

有

す

.る
の
.
み
で
不
明
で
あ
る
。
し
か
-.
1
.
い
く
.っ

か

の

村

を

組

合

せ

，
て

|

圑
と
す
る
慣
行
は
各
地
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。

か
.ぅ
レ
た
领
-:
'
!
5
1は〗

^

か
^

铯
れ
ば
>

.
單
.に
五
人
3̂

度
を
擴
大
し
た
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
他
方
か
ら
見
れ
は
段

高

度

の

:

• 

, 

. 

• 

'

乱
織
^

を
孩
成
亡
ん
と
し
た
も
の
と
ぐ
い
へ
る
。「

_壹
ヶ
¥

兩
度
宛
省
合
讓
定
改
之
儀
ハ
、
小
紐
合
村
之
之
內-

I

而
惣
代
村
取
置
.
.右
^.

代
.の
も
の
罷
出
、
相
談
致(

し)

、歸
村
之
上
村
？
^

申
談
I
じ
の
如
き
規
定
は
、
今
日
の
細
胞
組
織
を
さ
へ
思
は
せ
‘み
も
の
が
あ
る
。
か 

、
る
傾
时
は
明
か
•
•に
從
贫
孤
立
的
農
村
の
特
？

弱
め
る
こ
と
に
な
り
、
ょ
り
大
き
な
結
合
へ
向
は
ん
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

:

.
2L
;

'

.

以
上
述
べ
た
や
う
に
V

農
村
に
は
一
方

細

分

化
の
傾
向
が
あ
る
と
共
に
、
他
方
合
同
化
の
傾
向
が
あ
り
そ
れ
が
農
村
の
内
落
に
も 

■
か
な
り
の
影
響
を
與
へ
て
.ゐ
る
。
今
そ
の
點
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
簡
單
に
農
：

T

の
内
容
の
變
化
に
つ
い
て
略
述
し
て
置
か
う
。

.
外
風
匕
あ
f

響
し
い
變
化
を
見V

な
か
つ
た
や
う
に
•
.思
は
れ
る
農
村
に
あ
つ
て
、

初
期
か
ら
末
期
綴
る
.ま
でQ

間
に
そ
の
内 

'

容
を
か
な
り
•に
變
化
さ
せ
て
ゐ
•
る
。
全
般
的
に
い
へ
ば
、
ニ
世
紀
半
以
上
に
苴
る
平
和
の
持
續
は一

方
■か
ら
い
へ
ば
人
心
を
刺
戟
す
る 

も
の
が
な
く
-

著
し
く
類
駸
的
に
な
つ
た
と
も
い
へ
る
が
、
他
方
か
ら
見
れ
ば
貨
幣
經
濟
の
進
展
と
な
り
、
生
活
は
向
上
し
た
。
殊
に 

報
市
に
お
け
る
さ
う
し
た
傾
向
が
著
し
い
た
め
に
、(

一)

武
士
階
級
の
財
政
難
と(

一
C

町
人
階
級
の
.進
出
著
し
く
*

そ

の

，
た

め

に

(

三)

 

農
民Q

霞

は

S

貢
租
の
憂
と

§

生
活
費
S

騰
と
に
^
-
つ
て
一
層
■

し
く
な
つ
た
と
は
、
1

«
論
者
の
い
ふ
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

勿
論
こ
れ
ら
の
點
は
否
宛
し
得
な
い
が
、
事
實
は
今
少
し
複
雜
で
あ
る
。

農
村
の
貧
困
化
は
明
か
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
は
.享
保
頃
ま
で
.
は
か
な
り
人
口
の
增
大
を
見
た
と
思
は
れ
る〜

の
に
も
拘
ら
ず
、 

そ
の
以
後
明
治
に
至
る
ま
で
農
村
人
戸
は
停
滯
的
で
あ
る
。
例
へ
ば
美
濃
國
本
巢
郡
神
海
村
の
家
數
人
口
は
延
寶
ニ
年(

一
六
七
四)

に 

は
六
十
ー
軒
三
百
三
十
七
人
で
あ
つ
た
が
、
.貞
享
五
年(

一
六
八
八〕

卽
ち
元
祿
元
年
に
は
六
十
四
斬
三
百
六
十
人
と
な
り
、
そ
の
間
少 

—

il
l

時
代
#

落

拼

宪

序

說

*.
一
 

(

一
®

ニ
九)



琴病

J
 時
代 

f

 

I

 

—

 

c
i
t
s

b

v

資
料
を
缺
く
が
.、
.童

窗

年

(

一
七
五一 )

に
ば
家
數
•百

ぼ

百

g

拾
戴
ん
と
增
加
し
て

t

o

然
る
に
そ
の
•後
は
む
し
ろ
減
退
の 

傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
、
.即

ち

翌

寶

曆

一

一

手

に

は

家

數

百

軒

四

百

三

拾

六

人

.と
な
欠
元
明
.一
一
年(

一
七
八
一
i

は
九
十
八
f

一
百
、

十 

七
人
と
な
つ
て
ゐ
.る
U

勿

論

減

退

を

浮

て

ゐ

,

わ

け

で

は

な

く

 

.

.元

治

一

翠

(

.
一
八
六
四)

に
は
九
十
九
軒
四
百
三
十
人
と
な
つ
て
ゐ 

る
が
、
そ
の
冷
滯
的
で
あ
‘つ
た
こ
と
は
明
か
で
：I

O

な
ほ
本
村
の
詳
細

I

人
口
の
變
化
に
つ
い
て
は
他
日
發
表
す
I

會
が
あ

ら

V
 

ケ 
o

.
 

. 

'

.

.
 

.

. 

■ 

- 

•

.

.

.■
■,
• 

-
 

• 

一

，

■;
•

■

ノ

' 

■ 

■ 

‘.

：

.

/か
く
前
半
に
お
け
る
人
口
增
加
と
後
半
に
•お
け
る
人
.ロ
.停
滞
と
は
明
か
•に̂

產
’ヵ
ゆ
停
滞
、
換
言
す
れ
ば
農
村
人
口
收
容
の
鉋
和
點 

に
達
し
た
もS

と
い
ふ
こ
と
が
出
來
、
そQ

以
後
は
生
！j

力
の
.增
大
を
期
待
し
變
く
な
つ
て
ゐ
た
の
で
象

。
し
か
し
そ

れ

は

黑 

S

人
階
級

Q

進
出
に
依
つ

5

村g

窮
奢
大
な
ら
し
め
.た
ば
か
り
で
な
く
、
同
#
に
農
村
自
體
の
内
容
に
變
化
の
發
生
し
た
と
と
に 

'
依
る
も
•
の
で
あ
‘る
o
.
即
ち
⑴
あ
る
農
村
に
，暮
な
る
豪
農
，の
發
生：

し
た
こ
と
-

g

村
民
相
互
の
關
係
が
血
緣
的
關
係
か
ら
經
濟
的
關
笫 

に
移
行
し
て
い
つ
た
こ
と
で
あ
る
，。
勿
論
そ
れ
ら
が
貨
敗
經
濟
の
進
出
に
伴
ふ
點
忙
お
い
て
町
人
階
級
の
發
展
と
相
關
聯
す
る
が
、
單 

な
る
町
人
の
農
村
進
出
を
意
味
ナ
る
も
の
で
は
な
い
0

先
づ
前
者
に
0:

い
て
說
明
し
ょ
ぅ
0

:

.

農
村
に
お
げ
る
小
農
の
窮
乏
は
初
期
ょ
り
も
後
期
に
な
る
に
.つ
れ
て
甚
ポ
し
く
、
彼
等
は
小
作
人
又
は
日
雇
の
言
な
勞
働
者
と
な 

る
か
，，
あ
る
ひ
姑
逃
亡
す
る
と
と
が
多
く
な
つ
た
。
從
つ
て
.そ
の
生
活
難
か
ら
：所
謂
間
引
き
又
は
墮
胎
の
.憤
行
が
一
般
的
と
な
り
、
资 

牛」

に
お
け
る
ん
ロ
停
滞
の
現
象
を
生
ず
る
_に
至
つ
た
の
で
あ
を
ミ
こ
-れ
ら
小
農
の
多
く
は
&.
已
の
耕
作
地
を
質
地
に
提
供
し
た
办
、
賨 

封
し
た
卜
し
て
.
.
K作
時
V
:-
ぞ
の
他
の
困
窮
時
を
凌
ぐ
の
で
：あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
.土
塊
は
同
村
叉
は
I

.
の
富
有
^
:
0手
k

葛
す
各
t

.

.

と
に
な
る
。‘
各
地
方
に
こ
の
種
の
富
有
者
- ^

あ
つ
て
.

彼
^

が
/

そ
必
地
方
地
方
の
金
1

へ
に
つ
い
て
重
要
な
役
割
を
占
め

v

ゐ
た
こ
と
.

は
、 

す
で
杧
本
誌
八
月
號
所
載
の
靜
態
的
研
究
に
お
い
て
述
ぺ
て
置
い
た
。

…

. 

:
 

.

こ
れ
ら
の
豪
農
の
中
に
相
當
大
な
る
分
限
者
も
.あ
り
、

一 .

村
ば
か
り
で
な
く
、
全
國
に
お
い
て
有
數
•の
豪
家
で
あ
つ
.
た
者
も
あ
る
。
. 

文
政
八
酉
年
四
月「

日
光
御
社
參-

t
#

分
限
御
尋
之
寫」

な
名
も
の
を
見
る
と
、
越
後
崖
八
郞
右
衞
5
1
以
下
、
當
時
の
分
限
者
の
名
を
擧 

•
げ
、
そ
の
大
部
分
は
町
人
で
あ
る
が
、
又
多
く
の
地
方
分
限
者
の
名
I

せ
.て
ゐ
、

九
州
松
島
助
重
郞(

竹
藪
三
里
四
方
程
•

_

ハ 

ヶ
所
、
田
地
贰
萬
石〕

、獎
州
瀨
金
澤
吉
之
亟(

田
堆
八
萬
右
，

)

、
下
野
國
廣
瀨
八
郞
左
.衞

門

(

由
地
戴
萬
石
：

r

同
宮
田
新
之
亟(

田
地
三 

千
一
i

w

、
金
藏
拾
六
ヶ
所)

.、
同
宮
田
次
左
衞
門(

造
滔
六
‘尺
桶
四
百
八
拾
八
本
>

-i

模
國c

矢
竹
*
三
里
四
方
程
"

田

地

三

萬

石

：
等

、 

こ
れ
ら
の
者
孓
純
•粹
の
農
民
と
.は
い
へ
な
い
が
、
又
こ
こ
に
揭
げ
た
敷
字
も
怪
し
い
も
.の
で
は
あ
る
が
、
兎
に
角
地
方
に
こ
れ
ら
の
豪 

富
の
者
が
發
生
し
て
ゐ
た
こ
と
は
注
意
に
値
；

5

す
る
。

：

.：

*

.

.
こ
れ
ほ
ど
の
豪
富
な
者
で
な
く
と
も
、
地
方
の
農
村
に
相
當
の
富
者
が
か
な
り
あ
つ
た
こ
と
は
、
今
日
淺
存
す
る
文
書
類
か
ら
も
認 

め
ら
れ
る
。
彼
等
呔
( 1
)

晋
か
ら
の
名
家
の
跡
と
し
て
勢
カ
を
も
つ
て
ゐ
た
者
も
あ
ヵ
、( 2

)

^ -

し
い
家
で
は
あ
る
が
、
.
村
役
入
等
を
勤
め
、
 

有
ヵ
に
な
つ
た
者
’

叉
⑶
地
方
に
お
い
て
縠
屋
叉
は
造
酒
業
を
營
み
ノ
富
を
蓄
穑
し
炎
者
も
あ
石
デ
多
く
金
融
^

な

し

つ

^

ノ

土

地

を

兼
併
し
て
い
つ
た
者
で
あ
る
。 

.

.

.

.

.

.

地
方
農
村
に
お
け
る
こ
れ
ら
富
有
，な
る
者
の
存
在
は
、
，漸
次
に
地
方
文
化
の
..發
展
、
, %
■

し
く
は
維
持
に
貢
獻
す
る
と
と
ろ
大
で
あ
つ

た
-0

又
彼
等
は
農
村
の
食
困
化
を
增
大
し
た
も
の
と
も
い
へ
：る
が
、.
同
時
に
.そ
の
窮
乏
を
救
濟
す
.る
索
で
も
あ
つ
た
。
極
贫
者
に
對
す

■ 

■
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る
宵
捨
は
別
と
し
て
も
、
殆
ど
喜
捨
に
等
し
い
貸
金
、
又
凶
作
時
そ
の
他
に
お
け
る
救
濟
等
は
農
村
の
絕
望
的
な
經
濟
狀
態
を
惊
.に
緩 

和
ナ
る
役
に
立
つ
た
0

當
時
の
識
者
(0

殆
ど
'す
べ
て
.が
、と
れ
ら
の
.豪

農

：及

び

町

人

の

土

_地
§

併

を
.攻
擊
し
て
は
ゐ
名
が
、
中
に
は
地
方 

に
お
け
る
富
有
な
る
者
の
#

在
を
於
要
と
し
•

彼
等
の
社
會
的
、役
割
を
强
調
す
る
者
が
あ
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
未
だ
個
人
主
--
!
 

的4

ら
ざ
り
し
當
時
の
農
村
生
活
の
う
ち
に
.は
多
く
.の
關
係
が
準
血
族
的
觀
念
か
ら
制
斷
さ
'
れ
て
ゐ
たO

こ
の
こ
.r

は
常
#
ひ
救
貧
義 

務

を

軍

な

、
る

理

論

と

し

て

で

な

く

*

實
踐
^

し
て
履
行
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
た
。
そ
こ
で
次
ぎ
に
第
一
一，の
問
題
で
あ
る
村
民
相
互
の 

血
緣
的
關
係
に
つ
い
て
說
明
し
ょ
う
。
.

'

!■
■

1
農
和
-̂
疴
ー
]6
族
ヵ
ら
成
る
こ
と
も
.あ
り
、
叉
大
部
分
が
何
の
血
の
つ
な
が
り
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
殊
^j 

初
期
に
あ
つ
て
は
實
際
上
何
ら
血
の
つ
な
が
り
が
な
い
場
合
で
も
、
同

1

農
村
に
住
居
す
る
人
々
の
間
に
は
准
乩
族
的
な
觀
念
が
殷
か 

つ
た
。
同
じ
氏
神
の
氏
子
と
し
て
そ
こ
に
宗
敎
的
な
協
同
意
識
も
こ
れ
を
強
め
る
^:
と
に
役
立
つ
た
し
、
又
同
時
に
前
述
し
た
P

う
欠 

鄕
黨
的
意
識
も
こ
の
觀
念
を
持
續
す
る
に
與
つ
て
力
が
あ
つ
た
と
と
は
；す
で
に
述
べ
た
。
さ
ら
に
地
主
對
小
作
人
、
主
人
對1®

人
の
關 

係
も
單
な
る
主
從
で
は
な
く
、
そ
こ
に
親
子
別
觀
念
に
依
つ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
た
。
即
ち
准
血
族
的
觀
念
で
あ
る0

名
子
と
か
皱 

官
と
か
、
譜
代
と
か
い
ふ
名
稱
は
單
な
る
.契
約
關
係
で
な
か
つ
た
こ
と
を
示
す
も
.か
で
あ
る
。

地

、壬

は

小

作

人

に

對

し

て

祺

に

土

地

を

貸

-'
.
«
す
；
知
か
り
で
な
く
、
こ
れ
に
保
護
を
與
へ
、
困
窮
す
れ
ば
救
濟
も
す
るf

こ
れ
に
對 

し
て
小
作
-
<
:は
單
に
小
作
料
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
時
に
物
納
、
勞
納
の
.義
務
も
あ
り
、
吉
凶
そ
の
他
に
つ
い
て
地
主
，の
命
に
從
ふ 

.

ネ

.0

で
あ
つ
夫
。
そ
れ
は
明
か
に
封
建
的
服
.#

で
あ
0

た
0

彼
等
の
關
係
は
1,

文
を
双
つ
て
表
現
さ
る
\

も
の
で
は
女
か
つ
た
0

と
の

_

_ 

.

_ 

I

I

I
-
-
1

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

...

種
の
親
子
的
觀
念
は
後
ま
で
.殘
存
し
て
ゐ
た
。
證
文
面
に
現
は
れ
ざ
る
義
務
は
双
方
に
存
在
し
て
ゐ
た
.の
で
あ
る
。
琐

稿
1
嬙
主
と
地 

借
L (

本
誌
第
三
十一

卷
第
三
號
所
載)

の一

一
八

•一一一一

一頁
に
あ
る
や
う
に
、

.幕
末
に
あ
つ
て
も
地
借
はr

他
に
年
始
#
寒
何
な
り
共
し 

勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
凶
年
に
な
れ
ば「

地
借
店
請
貧
窮
人
.へ
は
地
主
ょ
り
大
ミ
救
々
手
當
も
有
之
候」

と
い
つ
て
ゐ
る
く
ら
ゐ
で
あ 

る
。し

か
し
全
般
的
に
-は
貨
幣
經
濟
の
進
展
は
農
村
に
お
い
て
も
、
こ
の
關
係
を
弱
め
.、
大
體
に
お
い
て
契
約
關
係
が
ー
般
的
と
な
つ
て 

來
た
。
地
生
の
小
作
人
を
救
濟
す
る
こ
と
は
、
社
#

的
義
務
で
は
な
く
"

そ
の
者
の
好
意
に
依
る
.に
過
ぎ
ず
*

小

作

人

の

地

.主

に

對

す
 

.る
服
從
も
單
な
る
ft

例
に
從
ふ
形
式
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
く
な
つ
た
。
從
つ
て
互
に
自
己
.の
利
潤
を
少
し
で
も
多
く
せ
ん
が
た
め
に
、
 

相
荦
ふ
こ
と
に
な
り
、
小
作
荦
議
も
多
く
な
つ
て
來
た
。
こ
の
こ
と
は
農
村
生
活
を
一
層
慘
な
も
.
の
に
す
る
こ
と
を
免
れ
な
か
つ
た
。 

し
か
し
一
部
に
は
ず
つ
と
後
期
に
な
つ
て
古
い
名
子
制
の
如
き
も
の
の
復
活
を
見
た
と
と
ろ
も
あ
る
。
そ
れ
妨
あ
る
特
殊
の
救
濟
を
希 

.望

し
.1
!

古

い

形

態

を

採

用

し

た

も

の

で

あ

つ

；

て
、
む
し
ろ
特
殊
の
場
合
と
見
る
べ
き
で

あ

ら

う

。 

,

農
村
に
お
け
る
准
血
族
的
な
絳
帶
が
弱
め
ら
れ
て
、

一
般
に
利
潤
を
求
む
る
.や
う
に
な
つ
て
來
た
の
は
、
農
村
の
孤
立
的
な
、
自
給
‘ 

自
足
的
な
生
活
が
、
外
界
に
お
け
る
貨
幣
經
濟
の
發
展
に
刺
戟
さ
れ
た
か
ら
に
外
な
ら
^

い
。
殊
に
商
人
がC

一)

阈
內
市
場
の
開
發
を 

必
要
と
し
-

農
村
に
お
け
る
'購
買
力
を
吸
收
せ
ん
が
た
め
に
、
全
國
的
に
.行
商
網
を
擴
大
し
て
レ
つ
た
こ
と(

日

野

商

人

、
、

近

江

商

人

、

• 

富
山
賣
藥
商
人〕

、
又(

一

一〕

安
慎
に
製
品
を
獲
得
せ
ん
家
め
に
、
農
家
の
.副
業
叫
生
產
を
獎
勵
し
た
こ
と
は
、
農
村
に
お
け
る
貨
幣
經 

濟
の
發
生
を
促
が
す
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
し
て
農
民
の
貨
幣
獲
得
欲
を
常
に
刺
激
す
る
こ
と
.に
な
る
。
さ
ら
に
一
般
の
識
者
も
亦
商
人 

〜 

徳
川
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代
村
落
研
究
序
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の
こ
の
種
の
行
動
を
是
認
す
る
ぜ
$

は
一
,
例
と
しy

司
馬
江
漢
が
近
江
商
人
中
井
新
三
郞

を

批

評

し

た

.一

文

を

揭
げ
て
置
か
ぅ
。

「

近
江
國
水
口
ょ
り
童
人
りV

、
.

暴

S

ふ
所
•
.岡
本
！

f

ザ

、
中
井
源
左
衞
門
と
云
ふ
者
、.
商
家
d

り
け
ゐ
が
、 

日
野
は一

向

蒙

の

：I

ざ
れ
ば
、人
の
通
行
な
し
。
.故
に
滴
の
，.手

妾

し

。
管
て
近
江
の
國
.の
人
物
は
、
心
肝
大
き
く
思
慮
t

o

 

日
野
は
み
せ
を
聞
き
-.
.
'
v商
人
Q

I

ぇ
ず
。
然
る
S

商
多
し
。
叉
此
f

に

八

幡

秦

含
I

家
あ
'

 

基
地
貧
•に
し
て
渡
世
な 

り
が
た
き
邊
土
は
、
必
.
t

富
め
•る
？

り
。
吾
近
鄕
に
.產

す

る

物

を

貢

ひ

取

り

，
、

他

國

へ

行

き

•、
之
i

り
又
其
國
の
物
を
求
め
- 

他
所
に
行
き
、
是
を
ひ
さ
ぎ
、
吾
國
t

歸
る
•
に
及
ん
で
、
雷

に

f

物
を
求
め
來
る
を
交
易
と
云
ふ
。
見
世
を
開
き
商
を
す
る
を
- 

賈
人
と
云
ふ
な
り
。
蒙

の

路

傍

に

、

一 .

膳
飯
を
*,

ぐ
者
は
、.
声
れ
し
其
處
を
離
れ
ず
し
て
渡
世
の
な
る
故
に
、
生
涯
一
膳
め
し
を
以
. 

て
終
る
。
彼
源
左
顧
門
と1

K

ふ
人
は
、.
僅
の
.元
金
を
持
ち
、
奥
州
仙
裏
に
行
き
、
此
の
地
に
綿
を
生
ぜ
ざ
る
事
を
考
へ
、
大
坂
ょ
り
綿
. 

.
木
辦
古
著
の
類
を
質
ひ
取
り
、
仙
臺
へ
船
ま
は
し
し

'

 

寶
り
け
る
に
-

初
は
少
，
宛
の
商
&

し
て
、
後
、
年
を
追
ひ
て
大
商
と
：.な 

り
：
今
に
至
り
て
.は
、
人
五
十
人
を
使
ふ
程
の
見
世
を
張
.
^
、
中
井
新
三
郞
と
家
名
し
て
、
今
三
代
目
な
り
。
其
外
下
總
の
相
馬
_
太 

田
原
邊
へ
も
見
世
を
出
し
、
今
に
お
い
て
三
十
萬
金
の
崖
商
と
は
f

ぬ
。
S

一
十
五
.年
以
前
長
崎
へ
行
く
と
き
、
此
日
野
に
寄
り
、 

老
人
に
も
逢
ひ
し
に
係k

十
位
に
見
ぇ
し
が
、
實
は
七
十
に
餘
れ
る
老
人
な
り
き
。
こ
の
三
年
以
前
に
、
九
十
餘
に
て
病
死
し
ぬ
。

1

ー
代
目
は
酒
な
ど
を
來
み
て•五
十
餘
に
し
て
病
死
し
ぬ
。
今
.は
孫
の
代
な
り
。珍
ら
し
き
商
人
な
り
。文
化
八
辛
未
年
し
る
す
。

」
(

司.

.

.

か
ぅ
し
.

た

初

期

商
. 1

肩̂

的
活
動
が
一
.
.
.般
.

に
承
認
冬
れ
”

推
賞
さ
.

れ
る
ゃ
ぅ
な
時
代
に
な
れ
ば
、
假
令
.他
方
に
ぁ>
ャ
身
建
領
主
の

商
人
の
活
動
に
對
す
.る
制
限
'
.例
へ
ば
-1

山
の
寶
藥
業
者Q..

立
入
り
を
禁
止
す
る
や
ぅ
な
こ
.と
が
'
.
|>
'
.
つて
も
、
.
.
激次

.

に
貨
幣
經
濟
の
發 

展
を
見
る
こ
と
に
な
1)
'

、
農
村
の
.窮
乏
.を
見
棄
て
V

都
會
に
逃
亡
す
る
農
民
も
生
じ
、
又
地
主
も
商
業
化
し
、：
小
作
人
も
利
己
的
に
な
.
. 

る
と
と
を
免
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

. 

\
 

. 

.

從
つ
て
こ
、
に
幕
末
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
農
村
內
の
職
業
は
次
第
に
複
雑
化
し
て
來
た
。
初
期
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
か
つ
た
多

く
の
職
業
が
農
間
商
ひ
と
稱
し
て
瑰
は
れ
て
來
た
。
富
•有
な
地
主
達
が
質
屋
、
穀
屋
*

酒
屋
等
を
營
み
、
そ
れ
ら
の
半
農
半
商
は
名
主 

• 

-

樣
に
次
い
で
部
潘
に
お
0

る
尊
敬
の
的
と
な
る
。
か
く
し
_て
富
有
な
遊
閑
隙
級
が
現
は
れ
f

地
方
に
お
け
る
•文
化
人
と
し
て
、
時
に
は 

江
戶
又
は
京
師
に
遊
學
す
る
餘
裕
を
も
ち
、
儒
學
、
國
學)

.

.

.和
歌
、
俳
句
等
を
嗜
ん
だ
o
:
又
あ
る
.ひ
は
農
村
か
ら
離
れ
て
都
會
生
活
を 

送
る
者
も
出
來
た
。
他
方
貧
窮
な
'̂
.̂

民
.は
耕
作
だ
け
で
生
活
を
支
•へ
難
く
、.
わ
.ら
じ
や
だ
ん
ご
.の
や
ぅ
な
も
の
を
店
賣
り
し
た
り
、 

内
職
を
營
む
潜
が
增
加
し
た
？
自
給
自
足
の
た
め
の
內
職
で
は
な
く
、貨
幣
を
求
め
ん
が
た
め
の
内
職
に
變
じ
つ
、
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

.

-六
.

• 

•

農
村
に
お
け
る
形
態
の
變
化
と
こ
の
内
容
の
變
化
と
比
相
呼
應
す
る
も
の
で
あ
る
o

農
村
の
人
口
が
停
滞
し
、
職
業
が
複
雜
化
し
、
 

非
自
給
自
足
的
に
な
リ
、
tt
1

會
的
關
係
は
契
約
に
依
つ
て
結
ば
れ
、
血
線
的
關
係
は
薄
く
な
々
、
貢
租
そ
の
他
の
農
民
の
負
擔
は
增
大 

し
て
.
、

一
般
農
段
は
貧
困
化
し
た
と
同
時
に
、

一

部
に
富
有
な
る
農
民
層
を
^

:
つ
た
。
し
か
し
そ
こ
m

は
依
然
と
し
て
古
い
氏
神
を
中
- 

心
と
す
る
村
の
社
會
的
年
中
行
事
は
昔
と
，
 

變
る 
こ
と
な
く
行
な
は
れ
、
 

依
然
上
レ
て
村
の
茁
宠
達
に
依
つ
て
古
い
慣
行
が
繰
返
さ
れ
て 

ゐ
'た
。
從
つ
て
假
令
新
しs

要
素
が
盛
ら
れ
て
あ
つ
て
も
、
こ
れ
を
行
な
ふ
た
め
に
は
古
い
型
に
は
ぬ
込
む
必
要
が
あ
つ
た
し
-
又
そ 

德
川
.時
代
村
落
研
究
.序
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(

一.四
ヨ
六)

れ
を
行
な
ふ
人
々
孓
無
意
識
的
に
古
い
型
を
利
用
し
、
そ
し
て
さ
う
す
る
と
.と
が
彼
等
自
身
に
と
つ
.
て
も
、
最
も
安
心
で
も
潘
つ
た
の 

.
で
あ
.る

。

從

つ

，
て

'外
面
的
に
.現
は
れ
た
農
村
の
性
格
は
以
前
と
は
大
な
.る
差
違
が
な
か
.つ
た
や
.う
に
見
克
る
の
で
あ
る
。
' 
こ
の
種
の
例

は
農
村
の
種
.

A
/

な
る
行
事
や
慣
行
の
う
ち
に
も
求
め
.ち
れ
る
が
、
.今
.
一
例
と
し
て
天
保
七
年
の「

御
藏
板
被
仰
渡
候
五
人
軋
帳
L

の
一
箇

■ 

. 

- 

... 

■ 

.

，.條
に
職
人
黨
を
作
る
こ
と
を
禁
七
て
ゐ
る
文
句
を
引
用
し
ょ
ラ
。

ぐ

「

.

】

在
ミ
諸
職
人
共
黨
を
結
ひ
太
子
講
と
名
附
寄
合
い
么
し
>
.細
エ
之
巧
拙
を
も
不
分
、
ー.同
手
間
賃
引
上
砟
趣
相
聞
昨
、
以
來
右
寄
合 

昨
儀
相
止
、
手
間
賃
、
.銀
目
之
分
武
前
Z
一一
 

復
し
、
錢
格
之
分
.
ハ
相
場
一
一
.
隨
ひ
可
引
下
事
、

'

附
o

日
.雇
人
足
も
右
一i

准
可
引
下
事」

.

. 

.
.

.
.

 

.

.太
干
講
と
い
ふ
や
う
な
宗
敎
的
臭
味
を
帶
ぴ
た
仲
間
を
作
り
、
：そ
こ
で
一
つ
の
相
互
扶
助
的
な
團
體
を
形
成
す
る
こ
と
は
、
當
時一

般 

.的
な
こ
と
•で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
•を
利
潤
獲
得
に
利
用
す
名
こ
と
.は
都
市
に
お
け
石
商
人
仲
間
の
例
に
倣
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

こ
.
の
場
合
こ
の
例
は
必
ず
し
も
適
例
と
は
い
、
難
い
が•

在
方
の
職
人
の
增
加
，
賃
銀
問
題
等
の
社
#
問
題
が
起
つ
て
ゐ
た
こ
と
を 

.
合
せ
知
ら
さ
ん
が
た
め
に
敢
て
引
用
し
た
の
で
あ
る
。
講
と
い
ふ
や
う
な•

元
来
信
仰
的
'■
»
又
は
相
亙
扶
助
的
な
も
の
を
利
用
し
た
と 

こ
ろ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー

一

ィ
メ
ン
ス

•ギ
ル
ド
を
思
は
せ
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。

要
す
る
に
農
村
內
部
に
あ
つ
て
は
新
し
い
資
本
主
義
的
傾
向
が
か
な
り
强
く
作
用
し
て
來
つ
、
あ
つ
た
に
も
拘
ら
ず
、
農
村
自
體
と

-

し
て
は
ど
こ
ま
で
も
古
い
形
態
を
支
持
せ
ん
と
し
て
努
力
し
.て
ゐ
た
0

で
あ
る
。
從
つ
て
農
村
に
お
け
る
有
爲
な
靑
年
の
一
部
は
農
村 

に
止
ま
る
こ
と
を
欲
せ
中
-
都
會
に
流
出
し
、
純
然
た
る
勞
勘
者
と
な
る
か
、
又
は
商
人
化
し
て
富
者
た
ら
ん
と
す
る
に
至
る
。
と
の

結
果
と
し
て
汉
戶
の
如
き
大
都
市
へ
の
人
口
流
入
は
勿
論
で
あ
る
が
*

地
方
鄕
市
の
發
達
を
見
ふ
こ
と
に
な
る
。
少
し
く
餘
裕
办
る
農 

民
の
子
敢
の
®
想
と
す
る
と
と
ろ
が
，
商
人
を
始
め
、
儒
者
*

醫
者
の
如
き
都
會
的
な
文
化
人
で
.あ
つ
た
こ
と
は
、
彼
等
の
書
き
殘
し 

た
日
記
や
斷
簡
に
依
つ
て
も
知
る
こ
と
が
出
來
る〔

拙
稿
德
川
時
代
の
私
塾
生
活」

r

膝
史
と
生
活
I
第
二
卷
第
三
•
四

合

併

號

參

照

'
/
か 

く
し
て
地
方
都
市
と
そ
の
附
近
の
村
落
と
の
人
的
交
流
は
次
第
に
密
接
と
な
ハ
て
ゐ
た
。

.

.農
村
人
ロ
.の
移
動
を
知
る
>:

に
ー
つ
の
.資
料
と
な
る
も
の
は
-
'各
村
に
淺
-#

せ
る
人
別
送
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
名
主
ヵ
他
村
へ
嫁
す 

る
者
，
移
住
す
る
者
の
身
元
を
證
明
し
、
そ
の
村
の
■名
主
宛
.
に
送
附
す
る
書
狀
で
、
こ
れ
に
對
し
確
か
に
到
着
し
た
と
い
ふ
馨
狀
を 

よ
こ
す
、
所
_

戶
籍
*の
，送

付

で
.あ
る
。
今

一

.々
そ
れ
を
數
字
的
に
.述
.ベ
る
て
と
は
出
來
な
い
.が

.か
う
し
た
正
式
の
移
動
の
,
合
は
大 

•
多
數が

®
?

で
あ
る
で
著
し
く
離
れ
た
地
方
.に
移
る
も
の
‘
は
極
め
て
少
.な
い
。
そ
れ
は
移
住
の
落
著
先
が
明
確
な
場
令
だ
け
で
あ
る
か 

ら
、
.初
め
か
ら
無
關
係
な
と
こ
ろ
へ
送
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
,0
從
.つ
て
人
別
送
狀(

.又
は
落
著
狀)

に
依
つ
て
わ
れ
わ
れ
は
、

.當k

の
農
民
の
交
際
範
圍
を
推
知
す
る
.こ
.

と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
依
る
と
大
體
ぞ
の
範
圍
は
近
隣
の
諸
村
と
領
主
の
城
下
町 

と
に
限
定
さ
れ
る
と
い
つ
て
よ
い
。
時
に
江
戶
と
の
關
係
が
例
.外
的
忙
現
袜
れ
て
來
る
.が

、
概
し
て
地
方
的
で
あ
る
と
，い
ふ
こ
と
が
出 

、，
來

る

.
。
こ
の
點
に
つ
い
て
も
前
述
せ
る
組
合
村
.

の-

形
成
と
相
呼
應
す
飞
と
と
ろ
が
あ
る
や
う
に
思
ふ
。
未
だ
兩
者
の
範
圍
を
比
較
す
る 

餘
唂
が
な
い
の
で
.

實
證
す
る
こ
.
と
は
出
来
な
い
が
、
少
な
く
と
^
同
じ
傾
向
を
も
つ
も
の
で
あ
ら
う
。

. 

、

.

以
上
述
べ
た
や
う
に
德
川
時
代
の
農
村
は
互
に
相
反
す
る
：

一

一.つ
の
傾
向
が
初
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
發
®

し
つ
、
あ
つ
た
や
う
に
思 

.

.は

.れ
る
。

一
方
は
農
民
を
し
て
.益
e

鄕
土
に
執
著
を
..も
た
せ
、
.
十
ロ
い
傅
銃
あ
る
組
織
と
昔
な
が
ら
の
技
術
を
同
執
せ
し
め
た
。
他
方
は 

，
德

川

時

代

射

箔

硏

究

.序

說

. 

.
.
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. 

C
l
.

四
与
八)

新
し
き
精
神
の
下
に
活
動
す
名
こ
と
.を
要
眾
し
た
。
し
.か
し
概
じ
て
X广
•ば
德
川
時
代
の
.農
村
は
新
し
い
も
の
に
目
ざ
め
て
ゐ
な
か
つ
. 

た
と
い
つ
て
い
、
で
あ
ら
う
。
a

戶
大
坂
近
在
_の
*-
-
村

は

.別

と

し
て

一
般
に
古
い
_殼
を
.自
ら
破
.る
，や
う
な
ヵ
は
も
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。 

そ
と
■
で
問
邇
と
な
る
の
ぬ
.、
か
，つ
.て1

•部
の
蔡
者
の
，間
に
論
爭
の
中
心
と
な
つ
.た
.百
姓
一
授
で
あ
る
が
、
.今
こ
こ
で
は
こ
れ
に
つ
い
て 

詳
論
す
る
必
要
.は
な
，

S
。

上
述
し
た
や
ぅ
な
農
村
内
の
矛
盾
に
何
ら
如
の
刺
戟
が
與
へ
ら
れ
た
I

ば

‘

そ

こ

に

利

害

相

反

す

る

兩

者
 

の
間
に
I

豪
農
と
贫
農
、
地
主
と
，小

作

人

代
官
ど
百
姓
、
村
役
人
と
百
姓
、
領
主
と
村
役
人等

/
/
——

衝

突

の

證
す
る
；J
.
2は 

不
思
_

で
な
い
。
勿
論
革
新
的
f

の
を
意
識
し
て
の
行
動
で
は
な
い
。
唯
と
ご
に
注
意
す
ベ
f

と
は
當
時
の
農
村
の
根
柢
を
な
し 

た
一
村
協
尚
的
な
觀
念
、-̂

―

そ
れ
は
純
粹
の
氏
族
的
同
族
觀
念
と
も
-

又
封
建
的
主
從
觀
念
と
も
異
.な
る
准
血
族
的
觀
念
の
存
生
で 

あ
る
。
S

1

檢

Q

如
き
場
合
で
も
、
少
な
く
と
も
表E

的
に
は
.こ
れ
に
依
？

解
決
を
つ
け
f

 

.
Qが
多
い
。
.
し
を
こ
の
觀
念
は
.
. 

こ
.の
關
係
に
入
り
-a

ま
ぬ
者
に
對
し
て
は
極
め
て
排
他
的
で
あ
るo

そ
こ
に
農
村
的
性
格
の
極
端
な
偏
僻
固
陋
な
部
面
を
形

成

す

る
こ 

と
に
な
つ
.た
。
要
す
る
.に
上
述
し
た
や
ぅ
な
農
村
：の
.性
格
を
構
成
.し
た
の
は
'
明
か
に
德
川
封
建
社
會
の
畔
會
的
構
成
の
反
映
で
あ
る 

と
い
へ
冬
だ
ら
う
。 

. 

S 

,

.•• • . ----

新

. 體

制

統

制:

濟

加

田

哲

I

時

局

：
の

.
要請

 

,

.
新
體
制
の
糾
織
せ
.ら

れ

つ

、

あ

る

現

在

の

日

本

，は

*
そ
の
內
外
の
情
勢
に
お
•
い
て
、
，最
も
重
大
な
時
期
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は• 

米
#

有
の
時
期
と
い
.つ
て
.も
ょ
い
。
こ
の
こ
と
は
、
最
も
ょ
く
八
月
二
十
八
日
新
體
制
準
備
委
員
會
の
席
上
に
お
け
る
近
衛
首
相
の
，聲 

明
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。
藤
明
胃
頭
に
は
、
次
の
や
ぅ
な
章
句
が
あ
.るo

 

.

「

今
や
我
が
國
は
、
讯
界
的
大
.動
亂
の
渦
中
に
於
て
、
東
距
新
秩
序
の
建
設
と
い
ふ
未
曾
有
の
大
事
業
に
邁
進
し
つ
、
あ
る
。
こ
の 

.

秋
に
筲
り
、
世
界
愦
勢
に
即
應
し
つ〜

、
能
ぐ
支
那
事
變
の
處
理
を
{元
遂
す
る
と
共
.に
.、
進
ん
で
世
界
新
秩
序
の
建
設
に
指̂

的
役 

嘟
を
集
す
爲
に
は
、
國
家
國
民
の
總
カ
を
.最
高
度
に
發
揮
し
て
.
こ
の
大

.事

業

に

集

中

し

•

如
何
な
る
事
態
が
發
生
す
る
と
も
、

.

獨 

.

1自
の
立
場
に
於
て
、
迅
速
果
敢
且
有
効
適
切
.に
對
處
し
得
る
や
ぅ
高
度
國
防
阈
家
の
體
制
を
整
へ
-ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
、
高
度
國 

防
國
家
の
義
は
强
力
な
る
國
內
體
制
に
あ
る
の
で
あ
う
て
、.

こ

、
疋
政
治
、'
.經
濟
、
敎
育
-
文
北
等
あ
ら
ゆ
る
國
民
生
活
の
領
域 

に
於
け
る
新
體
制
確
立
の
要
請
が
‘

る
の
セ
あ
る
。」

.

渐

猫

，

統

淛

經

濟
.

, 

】

〇 
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